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ぶ＾＾liyuku
—·―l' 磁 おうみ未来摯

成果発表会皿第9期生卒塾式

卒塾を迎えて
今年の春は早い、桜の開花が一週間早いと

報道されて ＼ヽ ますが、それよ リも早く、私の

地元では満開の桜が数本、遠くから私たちの

卒塾を祝ってくれているようです。

本日は、このような盛大な卒塾式を挙行頂

きましたことに、九期生を代表して深く感謝

申し上げます。

私たちは、平成十九年六月におうみ未来塾

第九期生と して、それぞれの目的、夢、目標

を持って二八名が入塾 しました。残念ながら

仕事や体調等の理由で三名が断念されました

が、本日、二年間の学びと実践を積み二五名

が卒塾することができま した。

湖国各地から集まった年齢、経歴、趣味も

違う二五名、二五色の個性ある仲間と共に一

年目の全員研修、勉強会を受講し、地域活動

につ＼＼て学びながら仲間の繋が リを図 リまし

た。二年目 はグループ活動を主体と し、到達

目標に向かっての実践活動を行＼ヽ 、地域住民

や地域各種団体との調整を繰 リ返し、企画運

営、活動することで目標を達成したグループ、

修正しながら継続するグループ、各四グルー

プの活動成果、そしてこれからの展望を含め、

それぞれの思いを「第九期生成果発表」 とし

て発表し、ア ドバイスと講評を ＼＼ただくこと

ができました。

この、すばらい叶中間と出会えたことを財

産とし、一緒に研修、実践活動できたことを

誇 リに思い、本日からは、二百余名の卒塾生

の一人として、各自の理想とする地域プロ

デューサーに向かって、無理せず自分にあっ

たペースで地域活動を継続して ＼ヽ 〈ことを誓

＼ヽ ます。

最後にな リましたが、地域プロデューサー

への道標とな リ指導して頂いた日高塾長をは

じめ、運営委員の皆さま、そして常に九期生

の目線から道標とな リア ドノゞ イス して頂＼ヽた

事務局の皆さま、あ リがとうござ＼＼ま した。

お世話にな リました皆さまのご健康と益々の

ご発展をお祈 リし、お礼の言葉とさせて頂き

ます。

平成ニー年三月七日

おうみ未来塾第九期生ー同

（代表近江むか し発見隊森俊一）
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おうみ未来塾塾長

日高敏隆

（動物行動学者・滋賀県立大学初代学長）

未来可能性を拓こう

9期生のみなさん、卒塾おめでとう！

この 2年間の経験をこれからの活動に活かして

いってください。そして、その活動の中で、いつも

「未来可能性」を考えてほしいと思います。これか

らは、ぼくの好きな言葉「未来可能性」が不可欠だ

と思います。未来をどうしたら可能にできるのかと

いうことをつねに考えていかないと、このままほっ

ておいては、たいした未来にならないと思っていま

す。

世界を見わたすと、効率を求めて開発し、未来の

可能性がないようなことになっている事がたくさん

あります。昔、滋賀の水田では、ため池にためてお

いた水を上の水田に入れて田植えをし、次に下の水

田に流し、順番に水を利用して、最後に内湖で泥を

沈殿させて琵琶湖へ流していた。いい仕組みだった

が、時間がかかった。それが、兼業農家が増えて効

率をあげるために、それぞれの水田に琵琶湖からポ

ンプで水を入れ、それぞれの水田が琵琶湖へ水を流

すようになった。内湖も埋め立ててしまえと、田ん

ぼにしてしまった。米の生産は良くなったが、琵琶

湖は水田からの泥で汚れてしまった。これでは未来

の可能性はない。

地域で活動をするときも、何がどうなって、どこ

につながって、未来につながるのかということをい

つも考えてほしい。自分たちにとって、元気の出そ

うな未来にしていくために、活動してほしい。

元気な未来を拓けるよう、これからの活動を始め

ていってください。
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市民性と事業性

おうみ未来塾運営委員長

北村裕明

（滋賀大学教授）

地域プロデューサーが地域で事業を起こす場

合、市民性と事業性は、両者ともに欠くことので

きない重要な要素です。

市民性とは、公共サービスの単なる消費者とし

て振る舞うのではなく、地域の共同事務を地域の

様々な人々や組織と連携しながら創りだす担い手

として行動することです。地域の問題を発見し、

解決の政策を考え、事業として実施するには、こ

うした市民性の要素は必要不可欠です。

事業性とは、必要とされる地域の共同事務が継

続的に実施される仕組みを創りだすことです。そ

の事業の必要性を理解してもらい、事業を担う人

の輪を広げ、財源を確保し、制度化の努力をし、

必要な専門性が事業に反映されるようにし、絶え

ず評価を加えながら事業の革新が行われてゆくよ

うにすることです。

地域プロデューサ＿が育つ塾として、 「おうみ

未来塾」は、地域の問題をどのように発見し、そ

れを解決するための政策を考え、事業を立ち上げ

るかを、地域に入り地域の人たちとともに考える

という手法に力点を置きながら運営して参りまし

た。それは市民性に基づいて事業を起こすことに

力点を置いた運営であったともいえます。グルー

プ活動のために助成金を確保したり、既存の活動

の新たな展開を目指すというような事業の継続性

に配慮した活動も行われてきましたが、それほど

多くはありませんでした。

地域プロデューサーとしての皆様に求められる

ことは、市民性を持ちながら、事業をどのように

立ち上げ、継続し、革新してゆくかです。とりわ

け事業の継続性に配慮した活動が求められること

になるでしょう。人の輪を広げ、事業の魅力を高

め、財源等の継続のための社会的な制度を整備す

る活動に取り組むことが求められることになるの

です。



「多様性と統合」

おうみ未来塾運営委員

岡崎昌之

（法政大学教授）

おうみ未来塾第 9期生のみなさん、 2年間に渡っ

てご苦労様でした。未来塾での活動を通じて、これ

までと異なった貴重な経験を積まれたことと思いま

す。新しい人との出会い、初めての地域との遭遇、

突飛な考え方の衝撃等、剌激的な時間だったのでは

ないでしょうか。しかしこの刺激と異常体験が、こ

れからの地域プロデューサーとしての役割や立場に

大きく効いてくるでしょう。

地域は様々な側面を持っています。多様な勢力が

存在し、多様なベクトルが働きます。市役所と商工

会議所が対立したり、農協と森林組合の利害が相反

したり、地区ごとの競争や世代間の乖離等々、多様

で複雑なのです。それは地域に長い歴史や種々の変

遷があったからでしょう。それらを背景として人び

とは多様な思いを持って地域で生活しています。

地域プロデューサーは大変です。こうした複雑怪

奇な地域の内情を、切 り開いて秩序立て、しかも関

連する組織やグループに分け隔てなく説明、説得

し、将来を目指して一つの方向に統合することが問

われているのです。

マイルス・デイヴィスのカインド・オブ・ブルー

を聞きながら、この原稿を書いています。カッコい

いでしょう（笑）。デイヴィスのトランペット、コル

トレーンのテナーサックス、ビル・エヴァンスのピ

アノ、色んな音色が流れてきます。時には単独で、

また重なり合って。追いかけながら、立ち止まりな

がら。

この最上のジャズは、異質で多様な最高のプレー

ヤーたちが、互いを尊重し、活かし合いながら、し

かもデイヴィスの作 り上げる確固としたトーンのな

かに、上手く 折り合いを付けていることで、誕生し

たのです。

地域の現場に目を光らせ、組織の特徴、人材の個

性、地区の資源などを十分に引き出し、それらを将

来に向けてまとま りを付けていくことが、地域プロ

デューサーの重要な任務でしょう。難しいことです

が、ジャズでも聞きながら、ゆっく り構想してみて

ください。

おうみ未来塾運営委員

岸田員代

(NPO法人パートナーシップ・サポートセンター代表理事）

第9期生卒塾おめでとうございます。

最後の発表は本当に涙が止ま りませんでした。感

動と感激の締めくく りにな りました。心から 「おめ

でとう」と 「ありがとう」を申し上げたいと思いま

す。おうみ未来塾の運営委員として関わってこられ

たことに、感謝の気持ちでいっぱいです。

私たちは何のために活動しているのか、あるいは

みなさんは何のために「おうみ未来塾」に入塾した

のか、と問えば、きっと、それぞれの思いや志が、

それぞれ違った言葉で返ってくるに違いあ りませ

ん。

でも、おそらく誰もが共通しているのは、そうし

た活動や行動を通して、自分自身の人生を豊かに

し、そして関わった 「人」や 「地域」が何かしら変

化している、よくなっている、と実感できるとき、

うれしい気持ち、たのしい気持ちになれるというこ

とではないでしょうか。

さらに、そのなかではっきりとその人な りの成長

を感じとれたとき、人の心を動かし、第三者をも喜

びに震えさせるものだということを、 9期生の活動

と発表を通じて改めて学ぶことができました。

2年間の活動は、もしかしたらこれからの生き方

を変えてしまったかもしれません。あるいは、 2年

間の活動を通して自分の新たな方向が見えてきたか

もしれません。それはきっと「おうみ未来塾」に真

剣に取り組んだ証なのでしょう。

逆に、迷いが出てきたり、立ち止まった りしてい

る人もいるかもしれません。それはそれで、 「成

長」へのステップと考えれば、すべてプラスです。

「おうみ未来塾」の2年間が、さらにつづく長

い道の りとみなさんにとって、 「地域プロデュー

サー」の誕生にふさわしい時間であったことを信じ

て、またその時間を共有できたことに改めて心から

感謝したいと思います。
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おうみ未来塾運営委員

澤孝彦

（おうみ未来塾第1期生）

地域プロデューサーの本質を求めて

おうみ未来塾第9期生のみなさん、卒塾おめでと

うございます。

二年間の未来塾はいかがでしたでしょうか。新し

い自分との出会い、またこれまで知らなかった人と

の出会いなど、いろんな宝物が見つかったのではな

いかと思っています。

このたびの、みなさんの成果発表を見せていただ

き、本当に感激しました。 4つのグループとも、限

られた時間と出来る条件のもとで、がんばってこら

れた様子が伝わり、またその成果も素晴らしいもの

でとてもよかったと思っています。また、どのグ

ループも 「地域に入る」ということを意識して活動

されたことが、とても素晴らしく思いました。やは

り、地域で徹底してやってこそ、地域プロデュー

サーとは何かということがわかってくるのだと思い

ますし、その本質も地域に徹底して入ってこそ、わ

かってくるものと思います。

卒塾後もグループ活動を続けられ、もうすでに次

の日程が決まっているグループもあるようで、ます

ますこれからの活動の成果を楽しみにしています。

おうみ未来塾のよさは、今まで知らなかった地域

で新しいネットワークが生まれることだと思ってい

ます。 「近江むかし発見隊」や「しゃくなげ学校未

来塾」は、何度も何度も地域へ足を運ばれたようで

すね。そのプロセスから地域の人との強い信頼関係

も生まれたのだと思います。 「遊人里（ゆとり）」

グループも凄いと思いました。ほぼ完璧な成果が出

たと思います。この成果をぜひ新しい地域で活かし

てほしいと思っています。 「nu k u n u k u」グ

ループの皆さんは、それぞれの状況から全員そろっ

て活動できなくて残念でしたが、この悔しさをバネ

にして、ぜひ継続してがんばっていただきたいと

思っています。

みなさんのご活躍を心からお祈りしています。
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おうみ未来塾運営委員

藤井絢子

（滋賀県環境生活協同組合理事長）

9期生のみなさんへ

9期生卒塾おめでとうございます。今回は成果発

表会に参加できず、皆さまの生の息吹きにふれるこ

とが出来なかったこと、かえすがえすも心残りで

す。発表会の冊子の文字から、映像から皆さまの表

情、声を聞きとってみました。

“地域＇に入り、 “地域’の方々との出会いの重

なりの中で、 ‘‘地域”からシーズ (seeds) を発見

していくプロセスは、本当にワクワクするもので

す。 9期生各々のチームとも、よくぞここまで！と

正直思います。とまどいの時間から逃げなかった。

中間発表以降、随分チームの中で議論と実践を重

ね、成長していく様が素晴らしく、まるで別物に

育っていました。いよいよ“地域”をプロデュース

する入り口に立ちました。

私自身が愛東地域に入り「菜の花プロジェクト」

のタネを蒔いてから、かれこれ20年近くになりま
す。年毎に、今なお驚くほど地域の宝に出会いま

す。地域の人は、地域にずっと暮らしているから、

その宝を宝と気づかない事の発見続きです。風土

（地域の人一土の人一、よそ者一風の人一）とは、

よく言ったものです。土の人と外からの風の人が協

働で織りなすものなのだと、ここまでやって来て身

体でも感じられるようになってきました。

講評や講義の中で塾生の皆さんにお伝えしてきた

ように、 「土の人」と「風の人」だけでは不足で

す。その両者をつなぐ「水の人」、更にひっぱって

いく「光の人」の存在が地域の輝きにつながると思

います。
さて、私事ですが、昨秋、初孫が出来たことで、

この幼子の一生に想像を馳せる中、 ‘‘地域”のあり

ようが、ますます気になりはじめています。安心・

安全を食べる、健やかに育つ多様な空間がある、生

命のつながりと地域に根ざした伝統、文化にふれ

る、人間は多くの生きものと共にある事に気づき大

好きになる、等々。

“地域”には、そのすべてが在ることを発見し、

つむぎ出す試みは、未来塾の歴史の中で塾生たちが

挑戦してきた事だと今更ながら深い感動を覚えま

す。

9期生の皆さんも、先輩塾生とも地域交流を重

ね、地域カアップに更にさらに貢献してほしいと

願っています。何よりも楽しんで！
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おうみ未来塾9期生の活動の記録

| 2007年度I
(1) 講義の経過（所属は当時のもの）

■入塾式 ◇日時： 2007年6月10日（日） 14:00~17: 45 ◇場所：ピアザ淡海
◇内容：開講記念講義 「人と地域の未来可能性を拓く」

講師：日高敏隆塾長

■第1講 ◇日時： 2007年7月8日（日）
10: 00~17: 30 

◇場所：マルチメディアセンター

◇内容：講義 「コミュニケーション」と

フィールドワーク

講師：岸田員代さん（おうみ未来塾運営委員）

講義「地域プロデューサーとICT」
講師：藤田知丈さん

（マルチメディアセンター所長•おうみ未来塾 7 期生）

フィールドワーク 「はちまん市民活動まちあるき」

ガイド： NPO法人はちまんまちづくり間の会
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訪閤先 • NPO法人しみんふくし滋賀／野閻邸前
・（社福）滋賀県社会福祉事業団／ボーダーレスアートミュージアムNO-MA
• NPO法人ヴォーリズ建築保存再生運動一粒の会／旧八幡郵便局
・八幡堀を守る会（西村恵美子さん） ／洒滞館

• NPO法人工ナジーフィールド／BIWAKOビエンナーレ2007開催地
・八幡堀周辺散策

• NPO法人秀次倶楽部（高木茂子さん） ／ほのぼの館
• NPO法人はちまんまちづくリ間の会／まち家サロン「間」

■第2講 ◇日時： 2007年7月28日（土）
10: 30~17: 00 

◇場所：滋賀大学大津サテライトプラザ

◇内容：講義： 「地域プロデューサーの時代」

講師：北村裕明さん（おうみ未来塾運営委員長）

訪閤先：しが文化芸術体験サポートセンター

事例に学ぶ

「しが文化芸術体験サポートセンター設立につながった

事例を通して」
講師：津屋結唱子さん（子どもの美術教育をサポートする会代表）

門脇 宏さん（滋賀県県民文化生活部県民文化課長）



■第3講 ◇日時： 2007年8月18日（土） ～19日（日）
◇場所：高島市

◇内容：たかしま合宿

訪周先： ・マキノ町在原地区 福井朝登さん

（古民家再生建築士）

・里山パン工房（道の駅マキノ追坂峠）

「高島のまちづくリ人と語る」

全体進行：澤 孝彦さん（おうみ未来塾運営委員）

ゲスト：平松成美さん

(NPO法人絵本による街づくリの会代表）

谷口きよみさん（里山パンエ房代表）

山本浩さん、藤原久代さん

（マキノまちづくりネットワークセンター）

谷口良一さん（マキノ自然観察倶楽部代表）

「夜の雑木林と星空の観察会」

ガイド：谷口良一さん（マキノ自然観察倶楽部代表）

現地訪閤：朽木新本陣「日曜朝市」

「朽木日曜朝市の取り組み」

講師 ：澤田龍治さん（高島地域観光振興協議会）

ワークショ ップ「地域で何かをするうえで大事なこと」

■第4講 ◇日時： 9月16日（日） 10:00~16: 00 
◇場所：あいとうエコプラザ菜の花館

◇内容： 「多様な主体のネットワークで

地域や社会を変えるということ」

講師：藤井絢子さん（おうみ未来塾運営委員）

活動体験「里山保全～間伐と腐葉土採集」

（東近江市市ヶ原EllJの里山）

講義： 「里山の生物の現状と環境・私たちの暮らし」

講師：野間直彦さん

（滋賀県立大学講師、おうみ木質バイオマス利用研究会）

■第5講 ◇日時： 10月21日（日） 13:00~16: 30 
◇場所：彦根市

◇内容：講義 「学生と地域との閑わりを考える」

講師：竹岡寛文さん（滋賀嗅立大学「近江楽座」学生委巽会）

講義 「活動の継続」 と 「人」について考える

講師：近藤隆二郎さん (NP0法人五環生活代表理事・滋賀県立大学准教授）

グループディスカッション

` 「若者の力を地域課題解決にどうつなげるか」
話題提供：根木山恒平さん

珊9(N PO法人五環生活事務局長•おうみ未来塾7期生）

ぶ＾＾liyuku 7 
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■第6講 ◇日時： 11月17日（土）
9: 30~16: 00 

◇場所：高月町
◇内容：講義「雨森の多彩なまちづくり

の芽生えと継続のポイント
～リーダー集団の役割から学ぶ～」

講師：平井茂彦さん

（高月町東アジア交流ハウス「雨森芳洲庵」館長）

座談会「多様なチカラが地域の魅力を
掘リ起こす」

話題提供：

「ほっこりおせんどさん山里の会や
大戸洞舎の活動紹介

～松本さん・佐藤さんの詳しい自己紹介とともに～」
講師：松本茂夫さん（農事組合法人大戸洞舎（おどふらしゃ）専従理事）

佐藤好伸さん（農事組合法人大戸洞舎（おどふらしゃ）専従）

話題提供「どっぽ村プロジェクトのご紹介～村上さんの詳しい自己紹介とともに～」
講師：村上 悟さん（上山田どっぽ村をつくる有志の会）

■第7講 ◇日時： 12月1日（土） 13:00~17: 00 
◇場所：野洲l市中央公民館
◇内容：ワークショ ップ「個人と組織とプロデュース」
講師：岸田蠅代さん（おうみ未来塾運営委員）

■第8講 ◇日時： 2008年1月13日（日） 10:00~16: 00 
◇場所：草津市立まちづくリセンター

◇内容： 「9期生グループ活動のカタチづくり」はじめのいっぽ！

8 ぶぺふiyuku

■第9講 ◇日時： 2月10日（日） 10:00~16: 30 
◇場所：ピアザ淡海
◇内容「続 •9期生グループ活動のカタチづくリ」



(2) サブ講義の経過 ※地域別グループによる自主企画

■東近江・甲賀塾生会合同企画
NPO法人蒲生野考現倶楽部に学ほう
◇日時： 2007年11月3日（土）

~11日（日）
◇場所：しゃくなげ学校（日野町）

•あたらしや学商所
◇内容：収穫祭参加

しゃくなげ渓谷ウォーキング
車座談義：井阪先生の講義

■湖東湖北会企画
「今も息づく米原・彦根エリアの歴史探訪」～湖北ならではの魅力的な地域資源に出会う～
◇日時： 12月9日（日） 10:00~16: 30 ◇場所：米原市
◇内容： 「木彫リの里上丹生にて木彫のお話し

講師：森 哲荘さん（上丹生森彫刻所代表）

．虹鱒と四季の山菜料理松尾寺直営 味処『醒井桜』」
．摺針峠で街道のお話（地元ガイドから）
・廃村集落 「男鬼」見学
ガイド：亀山芳香さん（滋賀県立大学濱崎研究室保存修景専攻D1)

•鳥居本資料館で摺針餅を食べながらみんなで漫談
ガイド：薮野光子さん（ふるさと鳥居本会会長、郷土料理の会会長）

(3) 塾生会の経過

■日時： 7月8日（日） 13:00~14: 00 
場所：近江八幡市マルチメディアセンター
内容：．塾生会の役割 ・塾生会の持ち方・メンバー・開催時間帯など

■日時： 7月19日（日） 19:00~21 : 00 
場所：県立男女共同参画センター
内容：第9期未来塾のあリ方について

• より充実した 2 年間のために・講義の企画や内容について
．塾運営のあり方について

■日時： 7月28日（土） 11: 00~12: 00 
場所：滋賀大学大津サテライトプラザ
内容： •本講義について ・塾生会地域会のあり方について

■日時： 9月16日（日） 16:00~17: 30 
場所：あいとうエコプラザ菜の花館
内容： •本講義について ・各地域会よ り報告や提案 ・今あらためて自己紹介！ ？ 

■日時： 10月7日（日） 10:30~12: 00 
場所：ピアザ淡海

内容： •本講義について ・各地域会よ り報告や提案・ 今あらためて自己紹介！ ？ 

■日時： 10月21日（日） 10:30~11 : 30 
場所：とばや旅館（彦根市）

内容： •本講義について ・各地域会よ り報告や提案 ・今あらためて自己紹介 ！ ？ 

■日時： 12月1日（土）10:00~12 : 15 
場所：野う州市中央公民館

内容：グループ活動について•本講義について・サブ講義について

■日時： 2008年3月29日（土） 13:00~17: 00 
場所：明日都浜大津

内容：・グループ活動計画作リ・各グループ発表

ぶ＾＾liyuku 9 



厄08年度l
(1) クループ研究活動について
■下記4グループに分かれて活動をスタート
遊人里グ）レープ／nukunuku／しゃくなげ学校未来塾グループ／近江むかし発見隊

■運営委員によるグループ研究活動サポート
日時： 2008年6月15日（日）

12: 45~14 : 15 
内容：各グループが活動計画を発表し、
運営委員によるサポートを受けた。

(2) 塾生会について
2ヶ月に 1回程度開催。

■日時： 5月17日（土） 13:00~16: 30 
場所：近江八幡文化会館
内容：各グループ活動報告・

グループ活動サポートについて

(3) サフ講義ついて
■9期・ 10期合同サブ講義
「プレゼン技法を学ぶ」

■日時： 9月6日（土） 14:00~17: 00 
場所：米原公民館

内容：中間発表会について・
サブ講義についてなど

■日時： 2009年1月25日（日）
9: 30~12: 00 

場所：ピアザ淡海
内容：成果発表会・卒塾式について、

報告書の作成について

◇日時 ：2008年12月20日（土） 10:00~16: 30 
◇場所 ：ピアザ淡海207会議室
◇内容：．導入ワーク 「これまで経験した良いプレゼン、良くないプレゼン」

・レクチャー 1「伝わるプレゼンとは何か？」
・ワーク 1「9月の中間報告会のプレゼン検証」
・レクチャー2「伝わるプレゼンを作ろう ！」
・ワーク2「プレゼンのシナリオデザイン」
•まとめ
講師 ：芝原浩美さん (NPO法人ユースビジョン理事・事務局長）

(4) 世話人会について
各グループ1名が世話人となり、塾生会および発表会の運営方法等について
連絡調整 (4回開催）
1 2月・ 1月の世話人会では、報告書編集委員も合同で行った。

10 mî l̂iydku 
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おうみ未来塾Q期生

nukunuku 
【メンバー】

岡田啓子／神門浩／原田正彦／南出益行

12 ぶぺふiydku



なのt居場所」の経緯

①『みんなの屠場所』斃足の縫織

滋賀票での「みんなの居場所」つくりは、地域プロデコーサーを養成する 「おうみ未

来塾」 7期生 (2005年6月～2007年3月）の土田滋男さんを中心としたグ）しープからは

じまった。（※詳細は 「土田滋男さんからのメッセージ」のページをご覧ください。）

少子高齢化の現代、ひとり住まいのお年寄り・隣近所のつきあいが少なく閉じこもり

がちな子音て世代等、ともすれば 「孤独死」「虐待」は免れない。そんなお年寄りから子

どもまで、障害のある人もない人も誰でも気軽に立ち寄れる 「居場所」をつくりたい。

将来的には支えあい地域づくりをしたい。そんな思いで立ち上がっだと聞く。

土田さんらのグ）レープは、みんなが気軽に集まれる場 「地域の茶の間」を新潟に 100

ヶ所以上つくられた河田さんを招いての講演会とパネルディスカッションを、 200了年 2

月18日に行った。同時に 「みんなの居場所をつくる会」の賃同者を任意で集めかけた（年

会費 2000円：協力金のようなもの）。また滋賀嗅内に 「みんなの居場所」を100ケ所つ

くろう ！と呼びかけられた。

そのことは地方紙の滋賀版、リビング誌などに大きく取り上げられだ。

R『みんなの層場

2007年8月に、念願であった 「みんなの居場所」1箇所目がオープンした。

その場所は、 5月に一部改装したばかりの、築 100年以上の町家であった。年間 300

万人ともいわれる近江八幡の観光地に隣接していた。

打ち合わせ会には、地元のおやこ劇場・ワールドアミーコワラブ・子育て支援のグ）し

ープ等利用希望者が参加し、実際に運営者となる地元協力者はほとんど集まっていなか
った。

その後、ボランティアも徐々に増え、 「コミュニュティビジネス」手法もいれたカタチ

形を模索しながらすすめていった。初年度は週3~4日を目処に運営してきだ。

ぶ＾＾liydku 13 



＠みんなの屠場所近江八幡『町家さろん『闊』』の運営状況 (2008年3月現在）

＊成功していた（と思われる）点
＊ボランティアの増員のおかげで、200了年 10月より月・木・日の開所、 2月より月・
水・木・日の開所 （11:00~16:00)が実現した。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＊留守番ポランティアボランティ同土全員が顔を合わすことがないが、日誌をつく
り交換日記のように役立てている。

-----------------------------------------------------ー．．ー-----------------------------------------------------------------＊大家さんに理解があり、常備物はおかせてもらえ、融通を利かせてもらっている。
------------------------------------------------------------------

＊観光地でもあり、店頭で特産物を販売することができる。ビジネス的なことの可
能性は充分ある。

＊課題（と思われる）点
＊みんなの居場所近江八幡としての代表、会計、ほか役割が不明である。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＊現在の収支がわからない（お金の管理は土田さんまかせ）。開所日が多いほど収支
がマイナスになっているのでは？

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＊近江八幡留守番ボランティアの名簿・連絡網がない。
-------------------------------------------------------------・・--

* 20年度の事業計画・予算も決まっていない。
----------------------------------------------------------------

＊留守番ボランティアの中で、当初の経繍の違いで日当 1000円もらっている人とそ
うでない人がいる。
------------------------------------------------------------------
＊情報を共有できる場を定期的にもてていない。

*nukunukuが地域に入り．当初計画したこと
2008.3.30 i 近江八幡ボランティア打ち合わせ会、代表世話人決定

！ ボランティアの意向確認 (~4• 7) 
-------~---------------------------------------------------------------------------------------------------

～4．了 ； 新町］周辺アンケート調査（ヒアリング）…9期生・ポランティア
i 1 0~3 月の実績まとめ•関係団体整理

------------------------>------------------------------------------------------------------------------------------------

~4. 12 i アンケートまとめ
-------------------------: 
4. 12 : ミーティング
！ 合後の方向性（週2開催・イベントちらし配布）

------------------------,------------------------------------------------------------------------------------------------

4. 2了 ； 新装オープン 春祭り (nukunuku・地元ポランティア共同）

14 ぷぺAliydku



*2008年4月から2009年2月の様子
＊圃］家さろん 「間」を、 「みんなの居場所 うちの縁側」として位置づけをしだ。

----------------------------------------------------------------------------------------------
ーー一扇代衷世話人を、 n u k u n u k uの岡田啓子（近江八幡在住）が担当した。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------

＊最初のミーティングの結果、 3ヶ月ごとの収支で黒字がでだら交通費程度支払う
ことを決めた。

―. --------------------------------------------------------------------------------------------------

＊月・水を開所日とした。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -•• •• 0• •• 0• ー・---------------------------------- --- - --------

＊月 1回、紙芝居、メレル・ヴオーリズのお話会を開催した。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＊白王営農組合さんにお願いし、日濯日ごと地元野菜・ 加工岳を届けてもらい、販
売するようになった。わずかだが手数料をもらっている。萄の季節などは7000円
ぐらいの売上げがあった。
-------------------------------------------------------------------------------

＊基本的に飲み物はすべて 100円とした（ドリップコーヒーが中心）。 20円ぐらい
の原価であるが、おいしいものを選び、 100円には施設維持費が含まれているこ
とを伝えている。

―. ------------------------------------------------------------------------------

＊前年同様、協力金の箱は設置しているが強制はしない。
---------------------------------------------------------------・----・・··ー・・—―`·-----
＊定期的なミーティングの予定をしたが、実施できていない。

•• - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ▲・ •• ••一ー··ーー·· •• ··ー・”•---------------------------------------------------------------------------------------
＊夏から、近江八幡に転入されたばかりの一人住まいの男性 K氏が手伝って］頁ける
ようになった。合ではなくてはならない存在となった。
---------------------------・雫------------------------------------・—---------------------------------------------------
＊運営ボランティアが65歳以上の高齢者が多く、本人の病気・家族の弁護などで定
着しないが、登録抹消せずに、ほそぼそと運営を継続している。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

*10月27日には、秋祭りを開催。間の玄関が改装され、ちょうど観光のシーズン
とも重なり、にぎわった。 nukunukuのメンバーの家族が手作りパンの販売をされ、
100個賑売できた。 K氏はもと喫茶店のオーナーも数年されていだため 特技を活
かし、紅茶のおいしい入れ方孝翌室を同時開催しだ。好評だったので、その後も開
いている。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＊冬季に入り、当番が一人の日も多い。また、売上が家賃を下回る日が多い。
（家賃は1回500円）

＊今後の課題

*1本制を整える。
------------------------- --------------------------------------------------------------------------------------

＊ボランティア増貫らーめどが立つまでは、 日曜日のみの開所を予定している。
-----------------------------

＊地域の自治会、老人会等との交流を検討する。

;

|
-
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ヒアリング結果

［言ワメロ8,口：三□口ば□9口~ ]
1.あなたの属性は？
1 0~20代・• 3名 20~30代・・・ 2名

50~60代・・ 27名 70代以上・・ •49名

男性 12名文性 69名

家族数1人住まい 13名 2人庄まい25名 3人以上43名

2、「みんなの居場所」を知っていますか？
①杓居しだことがある・・ •6名

②闇いたことかあるが籾居したことがない・・ •52名
③聞いたこともない・・・ 21名

3、利用したことがあると答えられた方に
7匝： 3名 2図： 2名

…とんな利用で（箇条書き）

無図答： 1名

＊駄菓子があるといったか‘；子ども回きだっだ（その後いっていない）
＊お茶を飲みに。一緒に舒菜も買った

＊アロマと無人の野菜の莉房 （どちらもNPO；芸人閻の会税弔分）

4~ 「みんなの居場所・うちの縁側」というコンセプトで新装オープンしたいと考えてい
ます。あなたはどんなことがあれば利用したいと思いますか？

＊わさわさ涙向したいと思わない。近所では親がさす。

＊情報が伝わってこない。情報不足

＊知らないところへはいげない、 気軽に入ねる雰回気があねば

＊生活必需岳、銃鯉な罫菜などあれば

＊届人の趨味にあうもの、呂的か` 糾要
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「暮ちし支えあいの実践成功モデル講潰会」記録

1.開催日時 2 0 0 8年12月13日（土）

1 3 : 3 0~1 6 : 3 0 

2.場 所近江八圃番市いきいきふれあいセンター

3．主 催みんなの居場所をつくる会

未来塾9期生 nu k u n u k u 

4、参加者 27名

5.告知方法 チラシ 2 0 0 0枚配布

朝日新聞・京都新聞案内告知 京都新聞 1 2月14巳号取材

6.講演内容 〔講師＝ NPO法人本宮あすなろ会理事長 九鬼聖城氏）
＊和歌山県田辺市本宮町とは

*NP 0法人本宮あすなろ会とは簡単に

へき地保育所をやるにも法人でないと..町役場にすすめられ

＊へき地保育園委託運営事業・子育てほっとスペースボランティア事業

福祉べんり屋事業部・移送サービス事業（福祉有償運送）の紹弁

＊保育園

保育園で働く保育土の給料は公務員よりは安いがそれなりに。

保音園5000万円の委託費。

＊福祉有償運送

社会福祉協議会で実施している移送サービス (43条の弁護タワシー・外出支援サービス）

もすでにある。 その隙間が福祉有償運送。

田辺市福祉有償運送運営協議会に申請し、そこで認可を受けた人のみが利用できる。

タワシーの半額程度 医療機関・買い物等 AMS:00~PM4:00頃

7、質疑応答

O:NPO法人本宮あすなろ会の会員は？正会員、賛助会員など年会費は？

福祉べんり屋や移送サービスで働いている層は？

A:町の委託事業をするためNPOがあるだけ。会費は特になし。補助金での運営。

会員も 10名程度。ただし、私は理事長をしているが給料はもらっていない。

福祉べんり屋は中心が50代後半の方が活躍。シルバ一人材センターとの競合にもならな

いように。プロのやらないことをする（ペンキ塗り、石積みなど…有償の支えあい）

移送サービスはつい先日まで 21歳の男性が中心に行い（ 1ヶ月 12~1 3万程度の収

入）、あと移送サービス運転者講習を受講した者がフオローをする。

末端まで安心して暮らせる環境。都会にでていなくても本宮で最後を。さまざまな縁を大

切にする
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8.意見交換

Q:居場所を開設しているがどうしたら集まるのか？

＊一人でも利用してくれたことに感謝する。してやっ

ているという気持ちはダ` メ。

＊開けつづけていることが大切。

＊地域のニーズをひろうこと。

＊野｝州市、近江富土団地の事例紹行。長年の積み重ね。

少しでもニーズに答える、でてこられない人の家へ

は訪問する。

Q:「いきがい、やりがいで元気と健瞑をもらえる」といった支援者側の説明がなかったのが残

念であった。

9、アンケートより（気ついたこと、学んだこと）

＊適切な対価を伴うNPO運営の必要性を理解できた。

＊行政側の規定主義がNPO活用の道を阻む現実があることを知った。

＊公共交通機関もなく、上下水道も整備されていない地域の対応が暮らし支えあい民間支援

事業に期待されていることが同われた。

＊ボランティアヘの誤解があること、ボランティアを長く継続させるために 「無償」ばかり

を求めることはよくないこと

＊高齢化していく中、移送サービスを考えていたが、運営していくのが大変だと思った。ボ

ランティアは自分のだめでもあること、継続の大切さ、ネットワーワを広げて人間関係を

つくる。

＊みんなの居場所が単なる慰安サロンに偏ってはいけない。いくら年をとっても社会に役立

つ場につながることが最重要課題だと思う。

元気な高齢者には含巳の話のようなNPOで仕事の場を与えられれば健康も増進するし、

生きがいを得て疾病にもかからず社会問題解消の一助になろう。

そういう観点から様々な社会支援活動こそが、これからの高齢社会を支える礎になるでは

ないか。

＊福祉有償運送事業とは同かを貝1本的に知った
＊ 市の役人に相談する際、 NPOやボランティアに対する解釈を誤っている人がまだまだい

て、‘‘利益を追求していない’'とか“無償で行っている”と思われている。なので、そこ

からの説明が必要なので大変である、という事を学んだ。

＊資金づくりの方法を学んだ‘。
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らし支えあい」モデルケース

ひ奪わ9I会「桜橋会館」
野洲市南桜にある旧幼稚園を利用した施設

特別養護老人ホーム 「悠紀の里」のボランティアから旧幼稚園のあとを利用し、ふれあい

サロン、喫茶、子育てサロンを運営しています。管理は地元自治会が行い、運営はひまわり

会が行っています。

施設内にはサロンの他に卓球孝翌室、パソコン考ダ室、服などのリサイワ）しなど、さまざまな

ニーズに対応できるように多くのメニューがあります。

地域が高齢化を迎えていく中で、自分たちで向ができるか模索し、解決しつつあります。

卓球剪室は、男性の参画をよびこむため、最近開設されました。

卓球相手ができるように、経験者も探しお待ちしています。もちろんボランティアも高齢

者が中心となっています。
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男さーーんからのメッセージ

みんなの居湯所をつくる会の代表をしています、土田滋男です。

私は未采塾 1期生で、その膀のク’'jレープ「鮮：子酵て応援阿」

か取り組んだ子肯て応援活動か‘:rみんなの居湯所Jづくりに繋がっ
ていきましだ。

抱腐の中でJ/1{立する子肯て控代の多いことはデータには出てきま

せんか‘；彼史たちは仕事をやめで専業主婦として社会から顔立した

中で、「保肯に恵まれた家庭」というレッテルを賂らねて、有羅の母

親に［いて無祖されてきていま芽。そんな中から、子どもの虐痔や、

芥グレクト（酵吃放棄）などあってはならない多くの閻殷が社会の

人たちに知られること無＜、起こりつつげているのでず。

こういった事実か宥るにつけ、声職主婦よりも専業主婦の子肯ての方にこそ大きな危9鹿があると
思うようになってきました。そこで、J/1{控な子肯てをしている母親に「居湯所」を与えたい、その

「居湯所」は子肯て控代だ｀＇／プではなく色々な世代の人が交流ずる方が母親にも子どもにも、そし

て高齢者をはじめとするjt!J域ゆみんなか笑顔で会防が交わされるようになると認織しだのでず。

そこで、新潟票で「うちの実家／という居湯所を湮営して、新渇票下全椀に広げられた潮巴珪子

さんの講演会を正固して、その参加者を中心に『みんなの居湯所をつくる会］が立ち上がりました。

みんなの居湯所としては現在、近江八幡市の「うちの縁傍Jだけしかありませんか｀：固じような

菩オで運’営されているサロン、居湯所は数多くあります。そこで、「みんなの居湯所をつくる会」

では、昼接「居湯所」を連営ずるのは地腐c；舌躍するボランティアさんや莉用者であるべきで、会

は各地域の「居湯所」の惜報を集め、皆さんに伝えるとともに、各居湯所の畏所、持徴を悶慇や固

っている居湯所に握供ずることで、「みんなの居湯所」の蓮営ガ工手くいくとともに、各居湯所の

交流も図れると考えるようになりました。

ぞんな祈／こ nukunukuのメンバーと一緒／こ邑々考え、企固していくことか出来たことはとても皮

かったと思いまず。

おかげで、国分たちの手で『みんなの居湯所jをつくるという無媒な菩え方から、it!J威のあった

カタチで、いろいろな形態の「みんなの居湯所」があり、みんなの居湯所をつくる会のメンバーは

それぞれの地回でその活動に携わると摩寺に、全域的な情報交換や交流で、より居心池の畏い「居

湯所Jづくりに芍力できるようになるのではと気コかせてくれだ nukunukuの皆さんに感朗してい

ます。
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メンバーから一言

「みんなの居場所」 づくりを未来塾9期生の私の課題として 1年間行ってきました。

高齢者や子どもたちが同気なく集まれる場所が周りに見渡してあるのかなー。というのが一番の問

餞意識でした。 30年もたつ新興住宅地では、高齢化率が高くなり、 地i或全体でみんなが集まれる

場所を、それぞれが工夫しながら1乍つていたり、就学前の子どもをもつ、親同土で子肯ての相談が
できる場所を作っていたり、 必要としている人だちがいるんだということに確信を持ちました。 で

は、そのような場所のネットワークをつくればもっと大きな輪になるはすです。近江八幡の「みん

なの居場所、 うちの縁側」での実践を通してネッ トワーワづくりをと考えていましたが、道半ばで

1年が過ぎましだ。合後は私の住む水□Ill]をベースに活勤を続けていこうと考えています。まだま
だ昔ながらの地域が形成されているIll]ですが、将来はわかりません。合、 地域の仲間と一緒に地域

づくりを考える時です。未来塾で学んだとことを、ぜひ生かせるようにすすんでいきます。

・超高齢社会へと進んでいる日本ですが、自分の住んでいる街が、高齢者にとって、どんな街なの

か？ どうすれば、年齢や障がい等に関わらず、住みやすい街となるのか？そのヒントが得られ

ればと思い、参加しました。

・核家族が増え、 世代間の交流が減ってきているので、 サロン間のような場所が必要ではないか、

どこの地域でも必要だと思うので、そのような場所を増やしていく考えに貧同し、 1年間活勤し

てきました。これからの自分の生き方に役立てます。

1年のほとんど、体調を崩し、メンバーに迷惑をかけてしまいました。 しかし「みんなの居場所づ

くり」は不可欠であり、永遠のテーマだと思います。これからの自分の人生でも探し求めて生きた

いと思います。

地域プロデューサーとは・・・。尿遠のテーマだろう。だが、この2年間を通し、 「繋ずるひと」「し

くみをつくるひと」でもあるべきだと思った。

私だち、 nukunukuの4名は、それぞれ思いがけない長期の病や家族の出来事に見舞われた。

しかし、そんな私たちだからこそ、お互いを優しく見守り、支えあえる仲間となれた。

かかげた目標の数パーセントしか達成できなかったけれど、土田さん、近江八幡の 「うちの縁側」

の運営協力者、未来塾9期生の1中間、この報告書の編集にこ協力いただいた7期生の藤田さん等、

かえがえない人たちとの出会いに感謝している。この先も、絆が永遠であることを確1言する。
「うちの縁側」のテーマは、暮らし・支えあい。これこそ、生活の基盤でなかろうか。私たちは、

これからもそれぞれの身の立にあった活動 「ゆるやかなネットワーワづくり」を継続していく。
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自然体験を通じた子育て支援事業

「あまのじゃくくらぶ」

まくの
然と遊ぼ

ん•ヽ9-~--•

都市化の進む大津市内で未就学児とその保護者を対象に、自然体験を通じた子育て支援事

業「あまのじゃくくらぶ」を実施しました。核家族化や地域コミュニティの崩壊により、

現代の子育ては孤立した環境にあります。また、幼少時に自然と遊ぶ楽しさを知らずに

育った人の多い団塊ジュニア世代が親となり、自然と共に生きるための人々のセンスが低

下しています。私たちは五感を用いた自然遊びを通じて、子どもたちの「センス・オブ・

ワンダー」と 「生きる力」 「環境意識」を育み、そのなかで地域の人と人、人と自然のつ

ながりと、みんなが地域の豊かさに気付き地域を愛し行動するきっかけをつくり、子ども

と大人と地域を元気にすることをめざします。
（滋賀県子ども未来基金助成事業）

遊人里（ゆとり）グループ

参羹

臼 応 巳
金森秀生 香林美由起 原田優美 南村多津恵 向久保恵美
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1. グル＿プ結成のきっかけ

1月13日（日） 未来塾本講義

「子育て・親育て」をテーマに3人が集まる

1月28日（月） 第1回ミーティング

5人が参加、想いの共有

1月31日（木）
9期生メーリングリストにて、一足早くグループ立ち上げ宣言！

2 問題意識
核家族化や疎遠化する地域関係によ り孤立した子育て環境

→大人の子育て力の低下

自然の中での遊び方を知らない大人の増加

→子どもの自然体験力の低下

↓ 

子どもの「生きる力」の低下

思いつめた保護者による痛ましい事件の発生

地域の自然が大切にされない状況

↓ 

子どもが自然の中でいきいきと遊ぶ機会が必要

保護者が仲間とコミュニケーションする機会が必要

3 計画立案 （初期）

都会化する大津市中心部をフィールドにしよう

若い世代の流入によりコミュニティの 希薄な場所が増えている

市街地だが、近くに気軽に行けて遊べる里山「膳所の山辺」がある

4. マーケティング（市場調査）

・子どもが保育園や幼稚園、 小学校に上がるまでの間、保護者同士がつ

ながれる場がない

・行政も子育て支援に力を入れるようになってきたが、室内での避び場

や00ひろばが主流で、参加者が受け身のものが多い
・自然の中で遊んでいる親子とまったく遊ばない親子が二極化

（各々の子育て経験と大津市立平野幼稚園でのヒアリングより分析）

→対象を「自然体験の機会が少ない未就学児とその保護者」と設定

5 ポテンシャル （資源）分析

事業に協力 してくれそうな人、 団体、使えそうな場をヒ ッ゚クアップ

（未来塾全体会の小ワーキングで模造紙を用いて整理）

膳所の山辺を愛する会（火が使える森を管理）

大津市立平野幼稚園の園長先生 (2007年度で退職）

琵琶湖博物館の森のおにいさん（学芸員の西村知記さん）

大津市環境保全課の中野さん（環境基本計画のからみ）

ぅぉーたんの自然体験プログラム（滋賀県環境学習支援センター）

大津市科学館（プラネタリウム、 化学実験）

寺尾尚純さん （里山での音楽ワークショップ）

オーパルオプテックス株式会社の山脇秀錬さん、 川崎睦男さん

JSTイノベーションサテライト滋賀の山本奈美さん

河川レンジャーの高田拓朗さん

【2008年】

1月13日（日）
未来塾本講義
1月28日（月）

第1回ミーティン
グ （ミニコープ
瀬田）

2月10日（日）
未来塾本講義

模造紙を使って

課題整理

マーケティング
平野幼稚園での

聞き取り調査

ぷ＾＾liyuku23 



栗東自然観察の森の リーダー養成講座修了生

滋賀大学環境学習支援士、学生スタッフ

おおつ自然観察の会

滋賀県ネイチャーゲーム協会

バス→大津市、滋賀女子短大、ネットワーク天気村

じゃりんこ文庫

未就学児童支援の先行事例→彦根のぽぽハウス、草津の天気村

6. 事業の模式図を作成

I（仮称）おおつ森のようちえん構想 模式図 I

フログジム協）J

f．ら,)くり ’l,Jし

保育課

子ども家肛課

生涯学習謀

学校教青牒

私たちは、自分自身が講師になるのではなく、場をつくり、 地域のい

ろいろな資源をつないで、実践していこう！

7. 事業のコンセプト

・保護者が孤独を感じる平日の昼間に実施する

・繰り返し学べるよう会員制の連続企画にする

・日常の生活リズムで無理なく参加できる

・子どもと大人が一緒に学ぶ

・自然の中で五感を使って楽しむ

・環境に配慮した行動を学べる

・参加者同士、講師、グループメンバー、

フィールドがつながる

8. 将来ビジョン・夢

地域を広げる（京都など）

学童保育とリ ンクする

幼稚園をつくる（指定管理をとる）

〈参考〉

「森のようちえん」
とは、自然環境の
中での幼児教育や
保育、子育て支援

活動を指します。
デンマークで始ま
って北欧を中心に

支持され、世界各
地で実践されてい
ます。 NHKが2007
年10月28日に「里
山保育が子どもを
変える」という番
組を放送し、反響

を呼びました。
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•(ffてに神託nな親が多い． 教nJJ1均も安令 • 安心を以優先させ
る，そんな中、森の小でのびのびと子供達を打てている保行園が
ある．
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9. 現地へ下見に行こう！

膳所の山辺、じゃりんこ文庫を2日にわたり下見

↓ 

フィール ドとしては魅力的、しかし、

・道中に危険箇所あり

・アクセスが悪い（最寄り駅から3km)

・トイレはどうなる？

．雨が降ったら？

……等々、課題山積

10.企画の仕切り直し
自然を知らない人に、いきなり「苦労して山に行こう！」は無理が

大きい

↓ 

フィール ドをまちなかの身近な公園にする

信頼関係ができ、自然と遊ぶこ との楽しさに気づいたら、里山に

ステップアップする。

11.活動計画書を作成

グループ名 1おうみ未来塾9期生 遊人里（ゆとり）グループ

テーマ 自然体験を通じた子育て支援

課題・背景

目的

内容

到達目標

女自然や遊びを知らない大人の増加

→子どもの自然体験力の低下

女核家族化や疎遠化する地域関係により孤立した子育て環境

→大人の子育て力の低下

＊地域の人と人、人と自然のつながりをつくる

女自然や人など地域の財産や多様性等の豊かさに気づくきっ

かけをつくる

＊楽しみながら自然を学び、環境に配慮した行動ができ、

「セ ンス・オブ・ワンダー（自然の神秘さや不思議さに目を
見張る感性）」と「生きる力」を持った子どもの育成

＊子どもも大人もほんもの体験のできる場づくり

女子どもと大人で体験を通じて、いのちの大切さを実感でき

る場づくり

女自然体験を通じて環境にも配慮した楽しい学びの場づくり

女子育て中の保護者を支援するための、子どもと大人の学び

の場づくり

＊保護者同士の情報交換やコミュニケーションの場づくり

女自然体験を日常の暮らしに取り入れるきっかけづくり

＊五感を大切にした子どもと大人の自然体験型環境教育プロ

2月18日（月）

膳所の山辺下見

2月22日（金）

膳所の山辺・じゃ

りんこ文庫下見

3月13日（木）

第2回ミーティン

グ（ミニコープ瀬

田）

目的・内容確認、

「遊人里」 「あま

のじゃく」名決定

あそんで

まなんで

のんびり

じっくり

やるきいつばい

くらしいきいき

グラムの推進 1 長等公園

12.会場にする公園を設定

屋上庭園、膳所公園、 長等公園を下見。

できるだけ自然に近いイメージのところ＝長等公園に決定

3月29日（土）

末来塾本講義第

3回ミーティンク

（明日都浜大津）

公園の下見→長等

公園に決定
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13. 素案の作成

第1回 5月葉っばや花で遊ぶ

第2回 7月虫と遊ぶ

第3回 9月キノコで遊ぶ

第4回 11月 ドングリで遊ぶ里山体験

第5回 1月科学で遊ぶ プラネタリウム＆科学実験

第6回 3月手作り楽器で遊ぶ森のコンサー ト

→JSTイノベーションサテライト滋賀との協力が不調になったこと、

事業に協力いただく方に難色を示されたこと、

幼児には難しいことから、 「科学」を「絵本」に差し替え

14. あまのじゃくくらぶ年間スケジュール確定 (5月）

含第1回 自然はともだち！

6月17日（火） 午前10:00から午後1:00 長等公園

案内人：清水滋さん（環境カウンセラー）

合第2回 ぼくらはみんな生きている

7月7日（月） 午前10:00から午後1:00 皇子が丘公園

案内人：清水滋さん（環境カウンセラー）

＊第3回 のこ．のこ・きのこの国へようこそ

9月25日（木） 午前10:00から午後1:00 長等公園

案内人：小田 貴志さん （小田環境教育事務所代表）

＊第4回 膳所の山辺でドングリたんけん

11月23日（日） 午前10:00から午後2:00 膳所の山辺

案内人： 山崎 正博さん（膳所の山辺を愛する会 代表）

西村知記さん （琵琶湖博物館 学芸員）

含第5回 わたしの森の絵本をつくろう

1月20日（火） 午前10:00から午後1:00

長等公園、まちなか交流館ゆうゆうかん （※後に変更）

案内人：乾京子さん （じゃりんこ文庫 主宰）

藪内秀美さん（絵本作家）

玄第6回 手作り楽器でゆかいな森のコンサー ト

2月21日（士） 午前10:00から午後1:00

長等公園、まちなか交流館ゆ うゆうかん （※後に変更）

案内人：ワーク ショップ音景色

4月17日（木）
第4回ミーティン

グ〈遊人里グルー

プ総会〉（草津ま
ちづくりセンター）

全6回の内容設定

4月27日（日）

第5回ミーティン
グ（県立男女共同

参画センター）

進捗確認、助成

金獲得や後援依

頼など準備開始

5月 2日（金）

清水滋さん訪問、

企画相談

5月10日（土）
第6回ミーティン

グ（淡海ネット

ワークセンター）

ちらし原稿制作、

助成金申請書制作
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15.実施に向けて
(1)広戟
＊メディア
・FM滋袈ラジオ「マイ エコロ スタイル」出派（5月23日） • 読売新聞 告知掲載（6月10日） •朝日あいあい
AI滋賀に報告掲載 (7月2日） ・大律市広報 6月15日号、 II月1日号に告知掲載

＊ちらし配布
・淡悔ネットワークセンター登録団体の各ポストに投函・大津市役所（探境、保育） ・湖南の市役所、保健セン

ター、子育て支援センター、図書館、親子広場・大律市市民活動センター・大津市平野支所・平野幼稚園 •平野幼
稚園にこにこ広場の親子・大津市子育て総合支援センターゆめっこ•まちなか交流館ゆうゆうかん・大津市生涯学
習センター・ウォーターステーション琵琶・雄津市立まちづくりセンター・膳所児窟館•おおつ親子劇場・子育て
サークルママプリ・県立近代美術館 ・県立図書館・琵琶湖博物館 ・水環境科学館・近江賓士花緑公園 ・栗東自然観

察の森・みなくち子どもの森自然館 ・大津市地域子育て支援センター風の子保育園・子育て支援センターつどいの

広場「にじっこ」 •福祉ネットワークセンター「ゆめふうせん」 ・大津市内の公民館36館・その他

＊インターネット
・「あまのじゃくくらぶ」プログで発信 •おおつSNS 、 mixiに書き込み・ 「週刊びぃめ～る」のメルマガに掲載
(N0.503 2008.5.3) ・メールマガジン「そよかぜ」に掲載（第73号 2008.6.5) ・「キープ協会環境教育事業J

メルマガに掲載 (N0.248 2008.6.9) ・「環境市民メールニュース」に掲載・ 「環境市民ボランティアひろば」掲

示板に書き込み

5月16日（金）

ちらし配布開始

5月19日（月）

ブログ本格開始

5月23日（金）

ラジオFM滋質

77MH叫演

5月25日（日）

第7回ミーティング

（養林寺）第1回の準

備、滋賀県子ども末

来韮金助成金申請書

確定、グループ発表

準備

5月28日（水）

社会福祉法人滋賀県

社会福祉協議会

(2)新たに協力者が現れる

・大津市子育て総合支援センターゆめっこ

識員研修として当日の運営サポート

•河川 レンジャー、元幼稚園園長先生
当日の運営サポート

むよむ~し " ;,•—•• f’, 9 •• 

バ賃
．` 

「子ども未来晶金」

に助成金申請

］言□；：：：： 
• 6月II日（水）

清水先生と下見

6月15日（日）(3) プロジェクト運営の工夫

•各回に担当を設定、 担当 中心に準備

•あまのじゃくくらぶブログ積極活用
・非公開ブログ、Yahooカレンダー活用

で情報共有を進める

16 活動状況

9 ．農．

m n 

あまのじゃくくらぶ全6回の他に、様々な地域活動に参加

＊あまのじゃくくらぶ第1回

「自然はともだち！」 6月17日

参加しやすいように1回目は誰でも受付、

会員登録は2回目以降でOKとする

定員20組に28組の応募すべて受け入れ

参加者アンケートで好評、清水滋先生、大

津市環境保全課、ゆめっこからお褒めの言葉

＊あまのじゃくくらぶ

第2回「ぼくらはみんな生き

ている」7月7日

昼食時、子どもの

年齢でグループ分け、

保護者間の交流を図る

＊第2回 「おおつ協働フェス

タ」ポスター出展 7月27日

＊大津市「みんなで育ち愛フォーラム」

第4分科会に協力 8月23日

親子対象に葉っばのお面づくり。子ども と

自然の関わりを話す分科会の前座を担当

J鼻．9

第9回ミーティング

第1回の準備作業（淡

湘ネットワークセン

ター）

おうみ未来塾グルー

プ活動サポート（ヒ゜

アザ淡湘）

6月17日（火）

あまのじゃくくらぶ

第1回「自然はともだ

ち ！」（長等公園）

第10回 ミーティング

（まちなか交流館ゆ

うゆうかん）

6月29日（日）

第ll回 ミーティング

第2回の準備作業（金

森邸）

7月3日（木）

消水先生と下見

7月7日（月）

あまのじゃくくらぶ

第2回「ぼくらはみん

4 な生きている」（皇子

が丘公園）

7月l4日（月）

「滋賀県子ども未来

基金」助成獲得

7月17日（木）

草津まちづくりセン

ター、 21日（祝） 22日

（火）ピアザ淡洵、 23

日ネットワークセン

ター協働フェスタ

出展準備、 25日（木）

搬入

7月27日（日）

第2回おおつ協働フェ

スタポスター出展

／搬出（浜大津明日

都）

ぶ＾＾liyuku27 



＊あまのじゃくくらぶ第3回

「の こ．のこ・きのこの

国へようこそ」 9月25日

参加者もスタッフもだい

ぶ慣れた感じで進行

子どもはきのこが好きな

ことを発見

＊草津市立志津南小学校

「秋ってだいすき！」 2年

生の授業協力 10月10日

淡海ネットワークセン

ター経由で、 「子どもの

美術教育をサポー トする

会」から授業協力を依頼

される。運営サポートか

と思いきや、自然体験の

プログラム提供を求めら

れ、あわてるが乗り切る

＊あまのじゃくくらぶ第4回

「膳所の山辺でどんぐ り探

検」11月23日

会員の友人の参加も可

総勢81名（参加者21家族

大人28名、子ども31名、

スタッフ大人15名、
中学生2名、小学生5名）

山の中でのたき火、どんぐ

り通貨、 山の料理、山の

トイ レなど、参加者に

とって新鮮な体験を提供

参加者アンケー ト 「最も

印象に残った回」の一番

人気

8月6日（水）

第12回ミーティング

儀林寺）中間発表会準備

8月18日（月）

第13回ミーティング

（草津まちづくりセンター）

8月23日（土）

大津市「みんなで育

ち愛フォーラム」第4

分科会担当（ふれあ

いプラザ）

9月6日（土）

塾生会（米原公民館）

9月12日（金）

小田 さんと下見

9月23日（火・祝）

おうみ未来塾中問発

表会（ヒ°アザ淡悔）

9月25日（木）

あまのじゃくくらぶ

第3回「のこ・のこ・き

のきの国へようこそ」

（長等公園）

10月1日（水）

志津南小プログラム

現地下見l（希望が

丘文化公園）

10月2日（木）

志津南小プログラム

現地下見2（希望が

丘文化公園）

10月6日（月）

清水先生訪問御礼

第14回ミーティング

（大津市市民活動センター）

10月10日（金）

志津南小「秋ってだい

すき ！」授業サポート

（希望が丘文化公園）

10月23日（木）

西村知記さん・山崎

正博さんと膳所の山

辺下見(Jj普所の山辺）

10月25日（土）

森のムッレ協会ク

ニュータナ教室研修

参加（大阪大谷大学）

10月26日（日）

第15回ミーティング

（藤本邸）

II月2日（日）

膳所の山辺定例活動

日を訪問・打ち合わ

せ（膳所の山辺）

II月6日（木）

第16回ミーティング

（草津市立まちづくりセンター）

II月10日（月）

西村知記さんと打ち

合わせ（膳所の山辺）

II月20日（木）

第4回の準備作業l

（膳所の山辺）

II月22日（土）

第4回の準備作業2

（膳所の山辺）

＊あまのじゃくくらぶ特別

企画「絵本作家・川端誠

さんと絵本を読見ましょ

う」1月16日

大人61名、子ども 14名が

参加。絵本ライブ＋講演

会。笑いあり涙あり好評
I 

＊あまのじゃくくらぶ第5

回「わたしの森の絵本を

つくろう」 1月20日

長等公園散策の後、長等

神社社務所で絵本制作。

子どもたちがうれしそう

に作品発表

＊あまのじゃくくらぶ第6

回「手づくり楽器でゆか

いな森のコンサート」

（最終回）2月21日

長等公園散策の後、園城

寺（三井寺）で楽器製

作、演奏会、修了式
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II月23日（日）

あまのじゃくくらぶ

第4回 「膳所の山辺で

ドングリたんけん」

可 （膳所の山辺）

12月15日（月）

藪内さんと第5回の

下見（上栄駅～長等公園）

乾京子さん、藪内秀

美さんと打ち合わせ

（まちなか交流館ゆ

うゆうかん）

l2月18日（日）

第l7回ミーティング

（草津まちづくりセンター）

l2月20日（土）

おうみ未来塾サブ講

義「プレゼン手法を

学ぶ」（ヒ°アザ淡沸）

【2009年】

1月8日（木）

ワークショップ音最

色と打ち合わせ（ヒ°

アザ淡湘）

1月日日（日）

第18回ミーティング

（草律まちづくりセンター）

1月14日（水）

長等神社下見（長等

神社）、園城寺訪Ill!.
打診（園城寺）

1月16日（金）

あまのじゃくくらぶ

特別企画「川端誠さ

んと絵木を読見ま

しょう」（まちなか交

流館ゆうゆうかん）

1月17日（土）

おうみ末来塾10周年

記念大交流会（栗東

芸術文化会館さきら）

1月20日（火）

あまのじゃくくらぶ

第5回「わたしの森の

絵本をつくろう」（長

等公園、まちなか交

流館ゆうゆうかん）

園城寺下見（園城寺）

2月2日（月）

第19回ミーティング

（ピアザ淡洵）

2月13日（金）

第20回ミーティング

（草津まちづくりセンター）

2月151:l(1:1) 

川端さんと散策（堅田）

2月16日（月）

川端誠さん講演会の

サポート（園城寺円

満院）、園城寺と打

ち合わせ、観音堂周

辺下見

2月17日（火）第21回

ミーティング（ピアザ）

2月21日（土）

あまのじゃくくらぶ第

6回「手作り楽器でゆか
いな森のコンサート」
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17.やってみた中から見えてきたこと
・幼児が自然体験できる場の提供が必要

・保護者がつながれる場の提供が必要

・大津市環境保全課とゆめっこの環境学習に関する意識のズレを発見

→あまのじゃくくらぶは間をつなぐ存在になり得る

18. あまのじゃくくらぶ 現状の模式図

［あまのじゃくくらぶ事業 現状の模式図
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河川 レンジャー

元幼稚園園長先生 園戟寺（三井寺） 大津市環墳保全諜

まちなか交流館ゆうゆうかん 子どもの美術教育をサポートする会

当初に描いていた図（右）との比較

・推進委員会がない

（仮称）おおつ森のようちえん楕愁 揆式図1

ヽ7’ヽ
ir吋蒜5匹 --- ....----、

1ヽ，知 平：ゴ．） （誓ぷ・；砂ヽ．｝ヽ；

9 9"四`、ニコミ1!、下”
・幼稚園や保育園と協力がない

• JSTや科学館と協力がない

| ---ー--- i --• 

・子育て支援センターゆめっこの協力

•まちなか交流館ゆうゆうかんの協力
・環境カウンセラー、河）1|レン

三□＼．喜“←9
ジャー、元平野幼稚園園長先生、

大阪のNPO、未来塾9,10期生、長等神社、園城寺（三井寺）

↓ 

最初に描いた図は背伸びがあった

地域を巻き込んだ推進体制ができるには先に実績が必要

19. アンケート評価の結果 1 会員アンケート

最終回アンケー トより （回収10枚）

の協力

＊終了後もつながれそうな人はいたか？ はい5名、いいえ3名

＊参加前後で、自然や環境に対する思い・意識・行動の変化は？。

とても変わった2名 少し変わった5名

＊最初のお願い（環境配慮型行動）はどの程度できた？

ほとんどできた3名 半分できた4名 少しできた1名

＊今後の期待

来年もぜひ／土日など幼稚園が休みの日に参加したい／今のまま、

じっくり五感で楽しめるものを／回数が増えるともっとうれしい

2月26日（木）

第22回ミーティング

（草津市立まちづく

りセンター）

3月4日（水）

おうみ末来塾成果発

表会の資料作成（淡

海ネットワークセン

ター） （予定）

3月5日（木）

第23回ミーティング

（草津市立まちづく

りセンター） （予定）

3月7日（土）

おうみ末来塾成果発

表会と卒塾式（ピア

ザ淡洵） （予定）

3月26日（木）

第24回ミ ーティング

＋打ち上げ（予定）
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全6回のアンケー トから参加者の変化を分析すると→

•特別ではない地域の自然に気づき、身近な自然を楽しむようになった

・興味をもって歩くことを楽しむようになった

・ゆっくりと周りに目を配る余裕が生まれている

・自然への感謝の気持ちが生まれている

・子どもだけでなく 母親も楽しんでいる

・親子で共感して遊ぶ楽しみに気がついた

20.アンケート評価の結果2 協力者アンケート

事業の実施に協力いただいた案内人、補助スタッフによる評価 (9枚）

＊参加の感想 とてもよかった8名 よかった1名

一体感があるゆったりとした雰囲気で、参加者同士わきあいあいとしていた／主催側

に気負いがなく 、自然体で楽しんでつながっていると感じた／暮らしに身近な場所を

活動フィールドに、年間を通した自然遊びはありそうでない。 “センス・オブ・ワン

ダーや生きる力を育てる”最高のプログラム／子どもたちの野生のようなものが失わ

れつつある環境にあって、 「場」を設定し、ある程度お膳立てをしなければ、育たな

くなっている。そんな子どもを取り巻く環境にあって、”とてもよかった”と思う。

＊改善案 よくやっているがぎりぎりの対応が多いように思った／子どもの成長段階

に対し、内容が少しよくばりすぎの感もあった／事業の継続性から、スタッフに経済

的負担がかからない仕組みづく りが必要

＊「子どものセンス・オブ・ワンダーや生きる力を育てることと、 地域のつなが りをつ

くること」という目的はどの程度、 達成できていた？

かなりできていた6名 そこそこできていた1名 わからない2名

（「わからない」の中身は「すぐに結果は出ないが方向性は正しい」

＊今後の協力をお願いできるか

より主体的に関われる3名、同程度に関われる4名、わからない2名

＊今後の期待

続けてほしい7名／会員が今後つながっていく機会がある とよい／修了した子どもも単

発で参加できるイベン トがあれば／もう少し力を抜いて、何日の何時にここに行けば

何かあるとい う場をつくれたら

21.アンケート評価の結果3 自己評価アンケー ト
メンバー5人で自己評価アンケー トを実施 (5枚）
ア．あまのじゃくくらぶを実施してよかったと思うか ＊平均 99.6点

子どもや保護者に、自然のすばらしさや自然の中で遊ぶ楽しさと感動を知ってよろこんでもらえた／企画

をたて実行するまでに必要なプロセスがわかり勉強になった／子育て支援に必要なこと、参加者が求めて

いるものにつき、アンケートや聞き取りができた。

イ．到達目標は達成できたか ＊平均 87点

きっかけづくり、五感を大切に自然の中で命を感じるプログラムの実施、子どもと大人の学びの場づくりは

できた。 イベン トでの展示、環境学習プログラムの提供、ブログでの情報発信により、社会への）ムがりもっ

くれた。到達目標にはおおむね達している／保獲者同士の情報交換の場づくり、プログラムを椎進する リー

ダーの役割を担うところは今一歩。 地域を動かすところまでは達していない。 （これは到達目標外）

ウ．遊人里グループは地域プロデューサーとして活動できたか ＊平均 81点

たくさんの方に協力いただいて事業を進めることができ、参加者や関わってくれた人に満足してもらえた。

新しくすばらしい活動ができたと思うが、肝心な地域の方を巻き込んだ活動が展開できていない／やっとそ

れらしくなってきたところ。今年度はスタートだと位置づければ合格点。ここでやめれば落第／まちなか交

流館ゆうゆうかんや志津南小学校とプログラムができたこと、長等神社や二井寺とつながりができたことが

よかった。

エ．来年度も活動を続けたいか ＊平均 92.6点

子育て支援をしたい／子どもに自然体験は必要／小さいときに体験したことは忘れない ！／ほんもの体験

ができ、自分も成長できる／楽しく意義のある活動／ここでやめたら地域プロデューサーとして失格
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22. あまのじゃくくらぶ事業を終えて（ふりかえりミーティングでの評価）
やりたかった 「森のようちえん」をやり遂げた！という満足感は100%

参加者の満足感、協力いただいた案内人やスタッフ等の満足感も高い

しかし、もやもや感が残る

意外に地域とつながっていない、末来塾の理念としては足りない

それが、中間発表でもらった 「制度化して継続」という次への課題だったのでは？

↓ 

地域プロデューサーとしての不満足感

自分たちがやりたいことをやっただけだったのでは？ ？ ？ 

大津市内という対象地域は広すぎたのか（「滋賀県子ども未来基金」は広げよという意向）

「地域」と結びつける工夫が必要だった

ここで終わると、成果が次に続かない。各々の参加者が自分の子と自然を楽しむだけ

これでは地域プロデューサー失格！

だけど、これは1年間やってきたから気づいたこと→わかったということは、大成長！

23. 自然体験を通じた子育て親育ての理想形

・「あまのじゃくくらぶ」のような場が市内の何力所かで常時開かれている

→保護者同士がつながれる

・保育園や幼稚園で自然体験型の環境学習が取り入れられる

→子どもの健全な成長と地域の環境保全

・地域の人々が参画し場をつくりリーダーとなる

→三世代交流、地域コミュニティの再生

24. 地域プロデューサーとしての遊人里グループの今後の展望

•特技を活かすなど、参加する保護者にも役割を持ってもらう

実現のために

何をするか

ロ
．何年も続けて、保護者が子育てから手が離れるとリーダーとして参加できるようにする

・くらぶを卒業した子どもが、ジュニアリーダーとして参加できるようにする

・地域とのつながりを模索している長等神社と園城寺（三井寺）に協力実施を呼びかける

・大律市や滋賀県の環境課、生涯学習課、幼児課などにヒアリングして連携の機会を探る

・ゆめっこに登録されている
サークルや、大律市に登録 I I あまのじゃくくらぶ 次年度の模式図
されている環境学習サポー
ターなどとの連携を考える

＊理想は麻く、活動は地道に

＊同じパワーでは持続不可能な

ので、労力の少ないゆるい会
を増やす

Z009 年虐もやりま~!
こ協力を命願いしま~ ! ! 

I 1,、1'り1ii: 

沈Ill代，／9KIt’i 

一環i寛保全涙 ，h民ほ釦推進1
保百諜 子ど七宗店註

生涯学習謀汗校数百課

-―`̀~ /_,,づくり！1［ 

生涯，，習諜 守校敦名課

遊人里グループの最新情報はこちらでチェキ！

あまのじゃくくらぶブログ http://www. yutori. shiga-saku. net 
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心三霞鬱＝三]...... 近江には多くの実りがあります。山、 川、湖、大地の実り。そして、人々の言の紫の実り、

民話や歴史の伝承です。私たちは、その民話や伝承を、地域興し、それも世代間の絆を深め

るような、継続可能なものとして生かせないかと考えました。幸い、彦根の花しょうぶ通り

商店街のみなさまとのご縁をいただき、この秋の収穫に向けて出動しました。各隊員、六人

六色（赤・緑•青・黒・黄・桃）の個性と強みを発揮して、牛歩ながらも前進中です。
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-g 
「近江むか し発見陪」 団体概要

課
題
・
背
景

その地域ごとに消えゆく可能性のある民話や

歴史の伝承がある。地域の人たちの交流が希薄

になってきている。とりわけ世代間の交流は途

絶えがちである。地域の人たちの手による地域

興し、それも世代間の絆を深めるような、継続

可能な取り組みが求められている。高齢化が進

む今、地域の民話や歴史の伝承の継承は一年ご

とに困難さを増すことになる。早急な取り組み

が必要である。

到
達
目
標

1、絵本・紙芝居・映像として、また、

劇・人形劇の脚本として、形あるも

のにし、地域に引き継いでいく。

2、地域の方々を巻き込む（三世代交

流）形での発表の場をつくる。

3、次の民話や歴史を伝承する活動を

次年度以降も継続する。

こ
れ
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の
経
緯
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未来塾 浜大津 近江むかし発見隊メンバー ・役割決定

見学近江高島図書館

三三言二：か：デーでで:1 -̀、I
佐和山登山を企画するも荒天や体調不良、仕事が重なり果たせず ．．．． 

ミーティング彦根戦国丸 ―-

ミーティング 米原公民館

彦根花しょうぶ通り商店街理事会出席

ミーティング彦根 アルプラザ

花しょうぶ通り商店街理事会出席

佐和山城研究家に依頼

井伊直弼と開国150周年祭事業に応募

未来塾中問発表

彦根花しょうぶ通り商店街理事会出席

戦国丸脚本の完成

彦根花しょうぶ通り商店街理事会出席

ミーティング 近江八幡

彦根花しょうぶ通り商店街理事会出席

ミーティング 近江八幡

彦根花しょうぶ通り商店街理事会出席

ミーティング近江八幡

ミーティング彦根 アルプラザ

花しょ うぶ通り商店街理事会出席 戦国丸

花しょ うぶ通り商店街芝居稽古戦国丸 ，‘‘

花しょうぶ通り商店街芝居稽古戦国丸

彦根佐和山山麓の会場にて前日 リハーサル

「義の旗のもとに」イベントにて上滅 --

花しょうぶ通り商店街理事会出席 戦国丸

花しょ うぶ通り商店街理事会出席 戦国丸

ミーティング 近江八幡

花しょうぶ通り商店街理事会出席

ミーティング 近江八幡

ミーティング彦根

劇協力者の方々と親睦

おうみ未来塾10周年記念大交流会ポスターセッション参加
練習会彦根

リハーサル ひこね市文化プラザ

「彦根市民活動ふれあいまつり」にて上演・展示

ミーティング 近江八幡 ｀ 

ミーティング近江八幡

発表リハーサル米原

四番町スクエアにて独自上演

(4/1 2&6/6 • 7もJ::i寅予定）

戦国丸

戦国丸

戦国丸

戦国丸

戦国丸

戦国丸
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到
達
目
標
に
対
す
る
結
果

1、花しょ うぶ通り商店街を中心とした地域に根ざし、 引き継がれていくには、

その地域の人たちが望むものやかたちゃ手段が良いと考え、話し合いを進める

中で、歴史の伝承を甲冑劇またはきぐるみで演じて広めていくこととなった。

幸い、地元の佐和山に関し大変詳しい方にその脚本を依頼することができ、

「石田三成と嶋左近の伝承～道標～」の甲胄劇編と「みつにゃんとさこにゃん

～佐和山城～」きぐるみ編ができた。甲冑劇編は、ちょうど彦根市の「井伊直

弼と開国150周年祭」とリンクして通常相容れるはずのない彦根のお殿様井伊

直弼と石田三成のふたりにスポットを当てた脚本となった。まずは、甲冑劇編

による伝承を行った。

11
月
23
日

「
義
の
旗
の
も
と
に
」
の
会
場
に
て
上
演

2、甲冑劇による2回の発表の場は大好評であった。

演じる役者のオモ役は、花しょうぶ通り商店街の方や関わ

りのある20歳～60歳の方々に担っていただき、裏方のスタ

ッフも花しょうぶ通り商店街の方や関わりのある方々30人ほ

どの協力を得ました。 三世代交流の媒体になるという明確な

結果は創れなかったが、老若男女が参加していただいたイベ

ントでの発表ができた。

I

I
 

ー

2月7日「ひこね市民活動ふれあいまつり2007」の会場にて上演

お世話になった「戦国丸」にて綽習
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到
達
目
標
に
対
す
る
結
果

3、一定の評価を得た甲冑劇による伝承もま

だまだ改善し発展の余地がある。 何よりも

っと花しょうぶ通り商店街で根づかせねば

ならない。また、子ども向けである「みつ

にゃんとさこにゃん～佐和山城～」きぐる

みによる発表の場はまだできておらず、現

在、佐和山小学校へ協力を依頼中である。

当面は、 2つの脚本の内容が彦根市に広げ

られるよう活動を継続する。

花
し
ょ
う
ぶ
通
り
商
店
街
の
み
な
さ
ま
ア
ン
ケ
ー
ト
抜
枠

,.協力の在り方について。

［評価できる 100% ある程度評価できる 0% あまり評価できない 0 %] 

・大変熱心に定例会にもご参加いただき、連携もとれ、すばら しい劇になったと思います。

•発見隊のみなさまの積極性が現れ、好感を得ました。

・商店街単体ではなく色々な団体との交流によりイベン トが充実し宣伝効果がアップした。

・地域の歴史的なことを残す事は共同でできないのですが積極的に取り組んでいただいた。

2. みなさまの商店街にとって。

［プラスだった 84% あまり変わらない 16% マイナスだった 0 %] 

l 
¥ I 

・イベントの会場が商店街から遠かったのでつながりがなかったように思う。

・参加して下さった方達に喜んでいただいたのが一番。商店街の認知度が高まった。

•また新しい協力者ができ 、 これからの活動が楽しみになりました。

3. 今後の活動について。

［一緒にやりたい 84% 条件が合えばやりたい 16% あまりやりたくない 0 %] 

・方向性の問題で一致することがあれば。

・今度はぜひ商店街内でやっていただきたいと思います。

これからもよろしくお願い致します。

・戦国をテーマにした街づく りをしていく 中で劇は今後も活用したい。

4. その他

・当 日、再会劇の方も盛り上げていただきありがとうございました。活動の継続を望みます。

•ありがとうございま し た。 小林さん最高 ！ ！ （ハートマーク）

•発見隊の熱心な取り組みに感銘 し ま し た。

一定の評価をいただいた中にも、「方向性の一致」「イベン ト地」に関して貴重なご意見をいた

だきました。「商店街のみなさまとの方向性のすりあわせ」「商店街のみなさまへの貢献」とい

うところをより大切にしていく必要を感じています。

ぶ＾＾liyuku35 



今までの活動の様子と各陪員の感想

近江八幡～彦根～米原。
JRにはあ世話になりま
した。隊員のみなさまに
助けていだだきなんとか
ここまで来ました。発見
隊の第一歩 『道標』が地
域の財産となることを意
図していまま

tl
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近江むかし発見隊は、個性的な6人の集
まりで、この個々の個性が発揮されて
「石田三成と島左近の伝承ー道標」を披
露できましだ。地域づくりは、まさにひ
とそれぞれの個性を、いかにまとめるの
かであると、学びましだ。

迫間

私は近江むかし発見隊のブ
ラックとして、地域との調整
や資金調達なと近江むかし発
見隊のまさに黒子のように陰
でチーム支える役目をしてき
ました。合後地域活動を続け
る上で私にとって非常に良い
経験をさせていただきましだ。

桃レンジャー 小林

アマチュア劇団で役者をし
てきだ経験がここで役立ちま
しだ。 まだ、彦根の地域での
素敵な熱い万 と々出会えまし’ ‘
だ。このつながりを合後も大
切にしていきだいですね。

36 バ～ふiyuku



青レンジャー 森

はっきりとしだビジョンもないま
ま参加しだ近江あかし発見隊。 1 
年の取り組みで卒熟後の進む道が
見えてきましだ。 2歩目を踏み出
し自分の地元でも活動しだい。

岩根

成り行きとはいえ、まさか、こ
のトジで紋付袴にチョンマデ姿
に刀差して舞台に上がろうと
は！！素人芝居に“感動した
ぞ！”な一んて。こんな言葉を
もらあうとはネエ～・・・。

疇 •' 平成函
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時
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国
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大
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井
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直
弼
は
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ま
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決
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時
を
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固
和
山
麓
苗
涼
寺
座
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堂
に
て
座
禅
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組
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直
弼
と
主
膳
）「

本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
と
う
と
う

松
陰
先
生
の
命
も
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ほ

ど
の
綾
牲
を
は
ら
っ
て
ま
で
も
私
の
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
、
本
当
に
こ
の
国
の
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に
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し
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こ
と
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の
だ
ろ
う
か
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江
む
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隊
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吉
継 一成

ヽ

吉
継

／
「
志
？
」
＼

一成

「
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
だ
」

吉
継

「
で
は
、
何
だ
」

一成
左
近

吉
継

「
そ
の
昔
、
こ
の
彦
根
が
、
ま
だ
彦
根
と
呼
ば
れ

る
以
前
の
こ
と
、
石
田
三
成
と
い
う
武
将
が
こ

の
地
一
帯
を
治
め
て
い
ま
し
た
。
天
下
人
登
臣

秀
吉
の
五
奉
行
の
ひ
と
り
、
そ
し
て
側
近
中
の

側
近
。
そ
の
頭
脳
と
手
腕
と
を
余
す
こ
と
な
く
、

幾
臣
政
権
の
た
め
に
喪
や
し
た
若
き
武
将

•

石

田
三
成
。

そ
の
三
成
の
居
城
が
あ
っ
た
の
が

こ
の
佐
和
山
。

後
世
の
俗
謡
に
は
「
三
成
に
過
ぎ
た
る
城
」
と

ま
で
謡
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
I

「
そ
う
だ
。
彼
も
ま
た
今
の
私
の
よ
う
に
こ
の
佐

和
山
で
決
断
の
時
を
迎
え
た
の
か
も
し
れ
な

しヽ」

尽
ハ
P-
E
届

r,‘
 

（
場
面
転
換

：
佐
和
山
城
内
一二
成
の
否
院
に

て
三
成
と
控
え
る
左
近
と
相
対
す
る
吉
継
と
五

助
）

‘

¥
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で
「
時
は
遡
り
、
疫
長
5
年
水
無
月
の
と
あ
る
日
の

／

／

ヽ

こ
と

・
・・

一

徳

川

家

康

を

大

将

と

す

る

会

津

の

上

杉

討

伐

の

。

た

め

、

敦

質

を

出

陣

し

た

大

谷

吉

維

は

、
こ
こ

℃

一

五

汀

[

]

汀

只

]

[

」

三

成

＇ 

一

「
気
持
ち
は
わ
か
る
。
そ
れ
が
、
お
ま
え
の
太
朋

秀
吉
様
に
対
す
る
「
義
」
だ
と
い
う
こ
と
も
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
無
謀
す
ぎ
る
。
角
け
る

と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
あ
の
家
康
殿
に
向
か

っ
て
行
く
と
い
う
の
か
。

左
近
、
そ
な
た
が
傍
に
つ
い
て
い
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
．
」

「
は
は
あ
、
わ
た
く
し
は
す
で
に
殿
に
一
身
を
さ

さ
げ
て
お
り
ま
す
れ
ば
」

示
問
い
て
く
れ
、
刑
部
。
負
け
る
と
決
ま
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
こ
れ
は
迷
な
る
「
義
J

だ
け
で
は
な
い
の
だ
」

「
あ
あ
、
志
だ
。
太
朗
様
に
使
え
て
問
も
な
い
こ

ろ
だ
っ
た
。
ふ
た
り
し
て
幾
夜
も
夜
通
し
語
り

合
っ
た
で
は
な
い
か
。
い
つ
か
、
こ
の
国
を
戦

の
な
い
平
和
な
国
に
し
よ
う
と

・・

・
。
今
、

亡
き
太
朋
様
が
築
か
れ
た
こ
の
国
の
土
台
を
磐

石
な
も
の
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
哀
に
万
民
の
た

め
で
は
な
い
の
か
、
そ
し
て
、
今
こ
そ
、
我
ら

が
語
り
つ
く
し
た
志
の
た
め
に
起
ち
あ
が
る
時

で
は
な
い
の
か
、
な
ぁ
、
刑
部
、
そ
う
は
思
っ

て
く
れ
ぬ
か
」

「
し
か
し

'
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吉
継

J
 .
.
 ‘
 

（・
「私
は
反
対
た
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糀

左
近

「
は
い
、
石
田
三
成
殿
が
真
に
こ
の
日
の
本
の
国

を
案
じ
て
家
康
様
と
い
う
大
き
な
う
ね
り
に
向

か
っ
て
決
起
さ
れ
た
よ
う
に
、
殿
も
踏
み
出
さ

れ
る
時
を
迎
え
ら
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

殿
も
ま
た
、
こ
の

OO
の
問
を
照
ら
す
道
椋
と
な

る
べ
き
お
方
な
の
で
す
か
ら
」

r

,
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「
井
伊
直
弼
が
生
ま
れ
る
お
よ
そ
2
0
0
年
前
、

登
臣
秀
吉
亡
き
後
、
再
び
天
下
は
乱
れ
ま
し
た
。

そ
の
乱
世
を
納
め
よ
う
と
石
田
三
成
は
、
自
ら

の
す
ぺ
て
を
賭
し
て
、
徳
川
家
限
に
挑
み
ま
す
。

そ
れ
が
「
天
下
分
け
目
」
と
呼
ば
れ
る
関
ヶ
原

の
戦
い
。
わ
ず
か
半
日
で
勝
敗
を
決
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
の
戟
い
に
敗
れ
た
三
成
は
、
京
の

六
粂
河
原
で
斬
首
の
刑
に
。
後
々
の
世
ま
で

「奸

臣
」
と
呼
ば
れ
、
三
成
の
功
絞
も
歪
め
ら
れ
た

ま
ま
現
代
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

大
老
井
伊
直
弼
も
ま
た
、
自
ら
の
信
じ
る
志
を

遂
行
し
、
開
国
に
踏
み
切
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
志
の
た
め
に
吉
田
松
唸

・
橋
本
左

内
ら
の
ユ
者
を
こ
と
ご
と
く
処
刑
し
た
安
政
の

大
数
は
、
後
々
ま
で
尾
を
引
き
、
対
立
す
る
慈

只
古
球
夷
派
の
水
戸
活
士
ら
に
よ
っ
て
、
小
舌
舞

う
3
月
、
直
弼
は
桜
田
門
外
で
暗
殺
さ
れ
る
こ

と
に
。

石
田
三
成
4

0
歳
。
井
伊
直
弼
4
5
0
歳
。
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
の
ふ
た
り
が

2
0
0

余
年
と
い
う
時
空
を
経
て
、
こ
の
同
じ
彦
根
の

こ
の
佐
和
山
蕊
で
見
た
も
の
は
．
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、
私
の
志
は
問
違
っ
て
は
お
ら
ぬ
な
」
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面
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あ
あ
、
た
と
え
、
す
べ
て
を
敵
に
回
そ
う
と
、

私
は
お
前
の
志
に
つ
い
て
行
こ
う
。
お
前
が
道

栢
と
な
り
こ
の
国
を
平
和
な
国
へ
と
迎
い
て
行

く
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
。
の
お
、
皆
の
者
」
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吉
縮
の
手
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」
（
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箱
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向
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て
）
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今
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そ
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っ
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る
か
、
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介
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「
会
津
の
上
杉
様
と
も
直
江
毀
を
通
じ
て
、
手
は

ず
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
信
浜
の
冥
田
様
と
も
。

後
は

・
-
.
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刑
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f
も
う
何
も
苫
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な
、
佐
吉
。
い
つ
で
も
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な

時
で
も
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は
道
楳
と
な
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、
我
ら
の
行
く
先

を
示
し
て
く
れ
た
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い
や
、
紀
之
介
」

「
ふ
っ
、
後
は
、
こ
の
私
だ
け
と
い
う
こ
と
か
j

-6- -s-

＾ 
／’一 、

.-. Jノで、
ヽ•一、

ら：み弓
1.nぢ．J・..;.. 
つご‘.0竺ふ ： 
．`― 

\— 

3
-
3シ
-
i
y
d
k
u

寄
せ
て
は
返
す
琵
琶
湖
の
さ
ざ
波
と
吹
き
つ
け

る
佐
和
山
お
ろ
し
の
こ
の
風
だ
け
が
、
今
も
変

わ
ら
ず
、
ふ
た
り
の
然
い
思
い
を
伝
え
て
く
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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）

（

小

林

理

恵

）

（

田

附

箔

子

）

（

大
橋

正

彦

）

（

岩

根

秀

雄

）

一―

’ -.. 
レ＼
・雪

- - l ---l 
事連絡先卓 riii江むかし祭夏犀」
近江未来皇9窃生小林理辺
h090-9099-5425 1 

鳳
陣
太
鼓

・

床
机
・
・
三
成
用
／
柏
用
／
大
谷
用
／
井
伊
用

扇
・
・
・
三
成
用
／
井
伊
用

采
配

・・

大
谷
用

圃
大
屏
風
•
•
•
あ
れ
ば

の
ぼ
り
旗

・
・
各
種

閲

如

提

供

・
・
花
し
ょ
う
ぶ
通
り
商
店
街

井
伊
直
弼
／
石
田
三
成
／
大
谷
吉
維
／
岨
左
近
／
勘
浅
五
助
／
長
野
主
肥
／
足
軽 ”̀̀ 
-8-

、生 1:

-7-

3
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一『島左近と石田三成の伝承』
～「しまさこにゃん」 「い しだみつにゃん」 の

ファン倍増で街おこしin花しょうぶ通り商店街～

対
象
地
域
の
課
題

1,! 

彦根市花しょうぶ通り商店街は、地域で生み出

したキャラクター「しまさこにゃん」 「いしだみ

つにゃん」を押し出し、地域興し・地域活性化を

はかろうとしている。両キャラクターは、関ヶ原

の合戦の西軍の盟主石田三成と家老の島左近がも

とになっており、今も根強いファンが数多くいる。

また、有名な人物ではあるが伝承という部分では

広がりに欠けるようにも思われる。この活動で確

かな史実に基づいた伝承の一つの在り方を示すこ

とができれば幸いである。

石田三成と島左近は、熱心なファンも多いのだ

が、歴史上大きな役割を担った人物であるにも関

わらず、主人公として取り上げられることに恵ま

れていない。その結果、その活躍を伝える機会も

少ない。このままではますます埋もれていくおそ

れがある。幸い彦根には彼らの居城であった佐和

山城趾、旧城下町鳥居本がある。

また、花しょうぶ通り商店街の方々は、この主

従をキャラクター化した「しまさこにゃん」と

「いしだみつにゃん」を創り、地域振興も兼ねて

熱心に活動をされている。

ただ、人員・時間・企画力の面で不安があり十

分な活動ができていない現状があり、地元の参加

者が少ないのも課題である。それらの地域課題を

解決することにより、地域興し・地域活性化、ひ

いては人と人とのつながり作りができるのではな

いかと考える。

実
施
日

内
容

9

',
l
|
_ー

平成20年11月23日（日） 11:00~
地元と一緒にイベントを実施

今は花しょうぶ通り商店街に住まいする「しま

さこにゃん」と「いしだみつにゃん」が、名場

面を懐かしみ語り合ったり、功績や辿構の紹介

をします。また、地元住民による甲冑劇団等も

劇に参加します。 (10分～20分の脚本予定）

佐
和
山
城
、
烏
居
本
な
ど
の

歴
史
と
魅
力
を
再
発
見
す
る

花
し
ょ
う
ぶ
通
り
商
店
街
を
中
心
に
、

地
域
の
人
々
、
各
世
代
を
つ
な
ぐ
絆
と
な
る

＿一、

ー

場
所

．― 

ヽ

龍澤寺（彦根市古沢町1104)

および、彦根市（花しょうぶ通り商店街を中心に）
石田三成と島左近ゆかりの地

文；I幼児・小学生と保護者のみなさん

パターンし

昔語り・名場面
- --
昔語り（名場面）の場

合は劇などで実施。

パターン（シ

功績・今も残る遺構
-, — 
功績・ 今も残る辿構の場合

は写真・ビデオ等羹料を見
せて解説する。

* - - -五
．』：， ．＂ マ・9::

: 9 : ..  ; ? I0 1, 
＇へ 1: K 1: : ^ • I(J 
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― ,., 1 9 令さ 1i, • ^ 3 ー・

9 9. r. :, 9.'、i．し！』： ’‘1 : ! : f.i 1 
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," 1':~, 入； ＇：： ； ； 
{、 I9 , ;. rて・i f r 
i、 1, i : i ; 
z. t •• rt. 

※パターン（ア） （イ）案ともに多くの方々 の協力 〔監修者.I閲lな
どの出浪者・スタッフ・広報・脚本・取材協力など〕が必要です。
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歴史に詳しい

地元の田附さんが、

早速書いて下さった
脚本原稿
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活動PRチラシ

井伊直弼と開国150年祭

圃田附i青子
事 （佐和山城研究会）

出井伊直弼
漬 迫問勇人（町l占．むかし発見隊）

石田三成
泊元信孝(]¥!PO法人が租生括）

大谷古継
木下夕果（街の駅手作り刑＇i講座受講生）

嶋左近
北村忠雄（花しょうぷ通り商店街）

場浅五幼
這謹（近ir．むかし兒山謙）

長野立膳
岩根秀雄（近汀．むかし兌凡謀）

語り祁

ょ：；江ヵこヽ冒
2月7日（土）
10:30~11 :00 

m民活動の紹介プースや地産地消の飲負プース、体蒙イペントなど、ほかにも
イロイロ盛りだくさんのふれあいまつりは、 10が0~17奴0まで1M111しています。

成
ど
邊
九
直
の
伝
也

ー
面
H
苓
‘・・̀̀' 

み
田
ー
プ
ー

薗
を
塵
る
先
人
た
ち
…

直
弼
が
苦
悩
の
未
、
自
分
の
信
じ
る
道
を
四
き
聞
国
を
決
意
し
た

出
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
姦
根
の
先
人
三
成
た
ち
の
活
躍
。

そ
の
梢
え
ゆ
く
歴
史
を
次
の
世
代
に
伝
承
し
た
い
と
息
い
、

こ
の
「
道
標
」
と
い
う
名
出
而
劇
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

脚
本
執
筆
は
、
佐
和
山
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
地
元
の
方
に
。

ま
た
、
演
じ
ま
す
は
地
元
商
店
街
の
方
々
に
。

名
出
面
で
振
り
返
る
甲
冑
劇
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

近江むがし発見隔とは、
淡海ネットワークセンター主催おうみ

未来塾 9期生の研究グループ。消えゆ

面 色竺9烹烹五る云日5：汀冒言三宣ど論］嘉ニ―I
PHOT0/2008年ll/J23A「籍の旗のもとにJイベン トにてt演
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しゃくなIf学校未来塾グIL--i
卒塾報告書

しゃくなげ学校未来塾グループ

しゃくなげ学校未来塾G役割分担回

しゃくなげ学校・未来塾
（グループ運営会議）

事矛芳局

しゃくなげ学校未来塾•メンバー 10名

谷口敦史、中野哲也、井阪尚司、岡成美、杉原秀樹、片山 慈敏、

加藤敏夫、久保田直子、山口尚孝、吉田英一郎

滋賀の中山間部の少子高齢化が大きな課題となっており、限界集落の出現さえ危惧さ

れている。このことは、長年育まれてきた地域文化が次代に継承されなくなることを意味し

ており、お年寄りの記憶を再生し伝承するチャンスは、年齢から見てここ10年程しかない。
日野町鎌掛（かいがけ）地区も平成13年に小学校が廃校に追い込まれるような過疎地
域である。廃校舎は現在NPOが運営しているが、地域住民と一体となった活動とはなって
いない。 NPO・行政・住民等が連携した地域再生が求められている。そういう状況の中、し
ゃくなげ学校未来塾として、地域の資源を活かし、地域の経済再生、地域文化の継承のモ
デルを作ることを目的として地域に入り、地域の方々と共に活動を展開することにより地域
再生モデルの一歩を踏み出す活動を行うことが出来ました。

42 ぶぺふiyuku



グループ活動目標・地域とのネットワーク形成

しゃくなげ学校末来塾グ）しープの位苫づけ

こ
l'iPO法人

薄生野壱Jlji具楽齢

女グルーブ活動目的・目標．

地域の資源を活力も、t肘或の経済的再生、
i也域文化の伝承のモデルを作る。

キーワ—ド：

『鎌掛（かいがけ）地区の皆さんと共に・ー一』

翁点：地域の皆さんとのコミュニケーンョンが少ない。
六地域への入り方：

まず、
そして協働活動が少ない。

v 
しゃくなげ学校の活勃を、釦！1の皆さんとより密接な活勃へ

→しゃくなげ学校末来墾グループがそ四呂渡しに．

日野町教育委員会

日韓交流

水のかけ橋

蒲生野考現倶楽部

地域の皆さんのこ意見・コメントをお伺いする。

→直接面談でお伺いし、お互いを知る。

蒲生野考現倶楽部があまり活動できていないエリアを重点に！

鎌掛地区住民のみなさん
（特に、面談頂いた 10 2名の方々）

そして・・・

しゃくなげ學校末来塾

地区の皆さんとの交流にあたってのご指導・ご助言

I 
【ほたるの看板】作成のご依頼

／ 

鎌掛地蔵盆への参画へのご助言

I 

鎌掛文化祭への出展、お達者クラブのご紹介

／ 

箱膳エコツー縄ない体験のご指導

琵琶湖博物館（中藤学芸員、ほか）

古民具整理方法、展示方法のご助言

しゃくなげ学校未来塾グループは地元、鎌掛（かいがけ）の皆さん
との人的ネットワーク構築に重点を置き活動しました。

ぶぺAliyuku43 



鎌掛（かいがけ）地区の皆さんとの面談・アンケート調査と結果

推l1卜の皆さんとのFace-to-Face交流間始までの歩み
小 99 i -
!llt生野令頂倶妥釦

しゃくなげ学校未宋史H20.3月

H20.4月

H幻．5.10

HOJ.5.13 

葦生勇頃遺但彗と計釦J
すりS-t)せ

＊ 
し9<aげ学名項＂’会量
地区代表に説明

＊ 
量膏螂区玲

各区長に説明
ャ

--.,全6匡会

H20,524 lも区繹に全戸に説明

→“段階を踏んで”

屯ro.5.20

し＂くな It塁杖の活環状が11!1愚
祀

しゃく9ょ1バ耗いで東墨の博書作り しゃくなけ喋虹来塾

癌生野令巧倶翠質l
しゃくなげ学校未宋史

窯生野令頂倶妥釦

B野町救冑至員会
）も区代表名

四炉来塾

隣生野令磁亮釦

しゃくなげ学杉沫来岳

鐘崖這区全戸

し＂くな If学校未来史

地域に入る事が重要

諏 麒 疇 の梯子

渥0のマて咤函丑ミ 蒻生霊壱扇鼠楽釦心｝tーと
しつくなけ享校未来塾のメン）rーが
チームを作り、

祖さんのご藷只を月いました．

-··--~· ./~.'.?? 遵すがり小学生や．ママさん逢から1111取り，

F 
9 9 ·—— I 会議所で）〇区，，名夫 ｝‘，，JII.まりに念'I0させて頂いて

紐最巳名 IB5蔵）佗

拭囀暫昔叩錢お：：寄様り：を知．

、/ J 
、ヽ

I I 

しゃくなげ學校聞取り講査
（最終襲告）

4ヶ月か9t℃高わせて 902名
の方々かられ病を伺い昏した．

｛一;..20分～ 1時間
かけt:)

"-̂
-皿 頷り11区から6区までできるだlガ勾等

l::r"1取り

10代～叩代まで桶広く爵取りをするが、

60代、 70代の方が50％を占める

錢掛地区の万内の声（まとめ）

鎌HI小学校1ま患い出多い。學校1ま残っていてほしい。

「しゃくなけ學校」が活勒しているのlお知っている。

詳しい活勒内容は知らない。

しゃくな1す學校の活勒の知らせがないので令加しようがない。

・地区の行車は公民館主体でやっているので、しゃくなげ學校の活動にあ
えて参加しようと1ま患わない。

地詫盆は地区())-大祭以しゃくなげ登校が恙加して盛り上げてもらうのは歓迎．

寄拇した古民旦がどうなっているか輿味がある。

しゃくなげ學校がいつも閉いていると行き易いのに・

などなど。

ー
し
ゃ
く
な
げ
学
校
瓦
賑
詈g[
 

女わら草霞1乍りも
匹して＂たい＇

佼R卒ての欧訊 ’ 禄えてください
-----------―ーー、 A 

：＊お恒 しヽたい事
,• あなたにとって頷Ill小学校とは？
, • 18釦 II小学校1ま将来どうあっ底良いと思いますか ， 

、• しゃくな11学校の活勃・内宮をこ存知ですか ， 

＇・ 地域がこう有ったら良いなあと思う宰が有れば数えてくだざ9'

• 一緒に出来る（お手伝い出来る）活勃があれば歎えて下如 ＇ 

，頷Illの皆椛と一緒に地埓のためにより良い活勃を目指したいと ， 
，思います、是非こt~力下改＼．

--- - · ー ・ 一 • 一 •-----• 一 • 一 · - ---・-・--------・-・ 

＂こお展使窟分1J!*
えiII19,J示用i炉＇在←
て地にま説目成J保れ

"っす朗的町荘
閲 ：゚商9普くのす
び非 毛哀者管古る

名と え展誓理民も
でも て案．台具の

別炊帳を＇
の重

日
保存中，，苫民具

し
ゃ
く
な
げ
學
校
未
来
塾
と
地
区
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
『
し
ゃ
く
な
げ
學
校
園
版
』
を
作
り
、
全
戸
に
配
布
。

玄関前一：詈叶

閂聞＂門；五漏るお
すえ互叶Ilt見願

。［し，魯力：半喜し＼

問 1日様こ校ん

習謬のがE‘
「5：：ゴ
l " | 1非庭

！註：
lら賭 l

: F ; : 
lさ！寺 I
lいち I

＇ー'..."2」

平成二十年十月六日 つ勺可」， ，書ー

fしゃ（な1王言三’J：：て1ましい ：甘畠り出疇
詳しい滋訥宮は知らない． iliiす果答く緒応つを 1いき＾
しゃくなI9學校の滋枷0らせがない奴参凪ようが汎ヽ 賃 叩m,J、取か
こ：［霊；；；こしゃ：でよ蒻言尋硲
寄;:した古民具がど匁迅ヽ るか虹函ゐ． し＇：砂こに今i日し遠査シ

ごご生IRがいつ虚いかるとtうき且いのに 叫卓叫闘報地
いくなげ學校聞取り調査 fiitt'--icをいが全告区

（鼻院鰭告）
909199) 

らm:l
編 i r竺9_J•J！怜ム企画箱琵＿l
t:アリング罰査でも話雑1こもなっていました、藉！舌を復活させ
箱！言で食事の体験する事で、エコツーリスムに窯げるコース
を計画、地元焼杉材を伎いcow版にも窯11'、地元農家
民泊など、これから後半の謀翡と考えています。

闘急お
五塁；知
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今
後
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旧

鍾

掛

小

学

校

の

道

宮

―

し

ゃ

く

な

げ

学

校

活

動

参

加

問

h
耽

り

間

査

の

中

で

も

挙

が

っ

て

い

ま

し

た

が

｀

「

学

校

を

定

期

的

に

間

校

し

て

、

内

を

見

学

出

来

る

（

魚

古

民
貝

•
他
面
に
し
て
欲
し

い
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地域の人々と一緒に活動の例

～蛍の看板作成・川べりに設置～ ～地蔵盆祭りの様子～

女地域の人内と一緒に活動 ①“認~-¾"ft?<'I 鍾掛地区水環壊邸会から協力依頼。
しゃくな1プ坐校未来塾父ノバー全角で佳備し、 近くの小）11に裟匡，J＜環境の保全をアピー！し中

①'1またばD一生”呑板作J 麹四遭脳量含と共に
心を作成し． Illべりに籠箪

閉＼芦l-{LI
R地蔽盆‘ひかリの文化'’子ども含m租；a紅
→8日23日実施，

R古民具の展示 II匹涵mlち疇ム訊“'ち管ば心臼書かロ・・

→8A23日実施．
R鍾掛文化祭1;1刀巷加 瓢双心さんにりくなげー臼訂t.
→11 AZ. 3B展示。

領話モコ→コーツアー
日野菜など日野沼区特庄食材を使用して、
古民旦の紹介・縄ない体験ともちつき体験も。

→ 9月39B実．

これらの活動を瓦版にいて皆さんに甜知らせ．

②しゃくなIf学校一地藤盆餐ヽjへの取り絹叶

訂子供会指当会の皆さんほもし合い

（今までコミュニケーショ` Aま悪かった。）
“子供たち全貝にスタンブラリー巷加を提案”

: 
育叫冨0引員たら1t自分0"”0幻を守るtt事鯵あ9.”ンプラ9→:a参力訳きない ！『

↓ ［：：：の涵合いで初めてり窮したも）

碑の子併たちの人薮を紀璽呻lコ皿とチチ連 し配る．

（各虹紐逗にf't—吟l!!して入四0 :：云玉如五戸
そ0)他の子供大人、日碑交流の子供たちにスタンブラリーとチチミ焼きを楽しんでもらい、地
区内の交流を深める．

→地区の皆さんど事前のコミュニケーション“が重要！

・旧鴫田●,,.“"畠拿,.IIM●

躙虫’'..填口疇響し●<“'9隕口
吾I/iiに指いたポヌタ

から
--

② H20認月23日 地蔽盆の様子

② H20年8月23日 池蔵盆の様子

地区内8ヶ所の地蔵盆が同時に幻想的な光のブロムナード

1111111!1区量印11!1匹十^区Ill絹霞

負 Ill四皇

し0くなけ享殷人ふ塾

三者の協慟作業による
改善活動
の項となりまし

スタンブラリーでは260本の団扇と300枚以上のチヂミ焼きが皆さんの手元、口元に。

（昨年の約 2倍 の人達が参加されました！）

→【地域の活性化に一役】！
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地域の人々と一緒に活動 ～古民具の展示～

R古民具〇属示學蟻田如印組紐に合わゼで
" ,C濱 Fl I 

R 

.. 

9B立に虹改量されていろ古m農叩具／ 一旦全の古民具、農橙具を書出し、駁室Aげを樗rみ
邊mで手はさして…

I 

8月23日 古民具具犀の篠子

芯芯温は：甜心ぶ”橙具に分rt叩量．占暉迅四畔です． 多くの地区の方々四甑かしさに紀1四的醗され訊le.
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冠二十年九月ー日第五回発行
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？胃¥臼鰭ぷ悶1＇謬叫直息
庫］が国霜濯蔵雙し薗刷謬砂騎~や
難 1こにし’fな店F‘ 事ら多し℃区予盛が く

由岨胃詞翫呉な
いの［！！！m直叫閲月悶げ

れ邑
ま子
し_,_

，ュ・̀̀’’
贄

国大に行われた揖Ill地区の地冠盆

をが最にポラちチがし
しゴ後四イリゎヂ作や
ま1の区` ノ 1をミっく
しルし以卜「もでたな

｀` 心旦
籠！：；：星
gざじを鎌元1it釘十ホ内季大§i39今揉五 日蒲
ま危唸は認？エ叫叫“生

｀l冒麗喜讐塁］
たよ国かしそうに

古民具t§’'璽百姦学や直堂での ： 
←日餞の子（財たちが(Etょr宴lコr
芙しく浮かびあがっt叔庭

報告版

／ 

鎌掛（かし け）地蔽盆
2008 月23日

宣鑢 ・•層叫9●●.......

n."●9 
吐•,.霞●胃

909..這ヽ n●つくり9

し•<UH零＂皐稟饂
98R,.....azクン9"’’ー・デ9ヱ●●9

しゃくなげ学校瓦版ー地蔵盆スタンプラリーのご案内と結果を
全戸配布して地区の皆様に報告
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地域の人々と一緒に活動～箱膳エコツーリズム～

roo2ダイエットコンテストnおうみ」を利用し｀箱庭体駿．
（舷賀景1がおい咲ItIJj止活尉雉避センター主征）

＠箱膳エコッーリズム
・ヒア'r_)グ(100人以上）の拮里l苓つき

地元スキ•t.tなとを使っt:oli臨なとを製9t （←CO辿l浪へ）

雑膳食体験⑱逹1砥食nを使い）
・古民呉の紹介と縄ない・オ）らし作W木験（地元のお登者夕うプの皆様のこ指苺を受け）

ェコッーリスムlコ8げる．
1月31巳、モニターツアーを実蔦

疇乞腔コて、釦一匹（愴奔精消山au碑いて）
一汁一菜。

又食器類を大切に使用
＇ ，し、コン） ＼クト（よしまっ・,
"←ゞ i →ェコッ→リス‘ム
` F.F-

わら組エm歌(t)叫印）を'’’'で閲心にご后遷頂いた、鎌得）も区のご県A方(6人）

ます、一、霰qHuユエコツーリス恥のつなが9寺を懲憧

綱ない、わらじ作n体載
米を採った後の藁で農具

を作り、残った藁くず（ユ

堆肥にして田ん（まへ。

最後に、

鮮つさ暉も

鍾追釦ラプのこ嘉人方6人が

紀となって、銅•者と 1 対 1
で纏な●しわら暉り甜這ほしに
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一成二十一年二月二十U釘

困岡駅、「纏l四”n-f輝鯰印畔
私這しゃくなlfiれ校活動ダル プ1え、日野町餞掛（旧樟伽Jヽ学校］をフィールドにし［鎌掛の
濱と一緒にJB知）為より良い活動を目柑すという目的で色々汚駄をしてきました、
今回『l地琶紀溝、エコな暮らし」肩発覧』と題して箱膳で食専体験モニターツi'ーを企厖し彎

去る1月31日｛土）に行いました。箱99をお符ちの方を地元のヒャリングね釦紺聞きしました
が、r今l墳っていない」とd)答えが殆んどでしたd)で、しゃくなけ’り積校の古民具の中にあった

笠瓢攣正笠：言てコ面食材もn然にこだわった内容でエコツーリズムに繋げるmを目的lこ冥詑致しましたC・
地法のご婿人方にも参加いただき陀殴印R様とOlも同汚駄が出来た平もよい体眩となり
ました，

私逗もこれを植会に 先人d)エコな生活ぶりを少しでも会得し．可又籍

ほ臥活動で浚世1：：伝．えてゆければ＊いと思っています◇

行稽1;1:,:-記のように行いましたヮ
①↑0 00~11 :20エコな石らし，

12)11 30~12・00古R只ロー
渡n:2.00~13.00 笛iB体
1心13・00~ 1 5:30縄ない体験
I登Ils:30~16;OOt9つき体眩

地区の、ドtさんとの

し
ゃ
く
な
9ー
學
校
瓦

箱膳レシヒ →

ご飯：／JI関方．`，ャ五It公
ぉ筏ーごつらゃ点
汁囀：＂出 ペーフ．”ヰ
ぶしんこ：U＂a渇

蓼加者の方からのコメントiアンケー内目畢l
1)纏胃ツア士●加して●じたこと」員かったことや
均95内円史貨員tr,}iかった,.
ゃ．＊を大切l::.する{4」ったいない｝i事はがでさた．
泊出:!l!:ないことが1柑駄で言fふ・
を息L>Ir.I．←t＜A 

2)編•ツア・こ参加して鼻くなかったこと直•点など
内和．が多様すせ,~
打L L h 仁．＂氏 董り叶1'1'~ が亮れ『仁．．かっfこ
逆』問a,F饉Hlしのエ去
子嶋遵1::.Jt鵞な杯令をと廿る．
.,.]]、祠が少な．か-:if:.,.
零剛を出す食吋があれば...

3)曇舅の責事内●は釦何でしたか（量内書など）．
ご箪おかず隻屯l．とI,:,た(Iぇとんどの方）．
比をJt.;Hが良かつIふ・
4)その霞の襴●で鸞の付いたこと

子,〗ゃrぃ人の0mが彼I,い ．
Frム・j“ I'll/j兄ー7．研修栢竹尋に．PRい［1;
ぉぁらゃ．んの憎らで•. 藁艦エi.1.良 か•った．．
3胃が日らながった （“Eが六万しか出葺
なかゴ叫l置とんどの方).
古只員を引用lベズり体いをさ古て1a--¢
古足具が名かし． ピ• •, と．
貪ぺ物を預さないよう憎示 ． 1ti~をして I.;. ・ —.;

上ti22名

鎌掛地区全戸の皆様に

『箱膳モニターツアー』
の結果を瓦版にしてお知

らせしました。

また、遊人里グループの
南村さんに参加いただき、
その参加レポートをブロ
グに掲載いただきました。

“あ蓉呵ふく・カロ＂に掲輯されだ雨村さん呵レポート
(3画に分ftて詳細に掲翻いたださ害しだ．和1がとうごさいました．）

I叫 999こ虹） I I-・` さて．99とは9ぷ如如滋natこ”四
と、し9Ol／ヰRや亭如9.’“'... 元か'"'．シアーでれ99泣 9て、．d9食事ご紅9虹立,,,し
西 9よ如9くり`"切上9このせ．その上,,.t
もた●●93べ'T.
メニコー99919K昂n，ひ豆Uアマうノワスy，入，
し● 9"’、,. ,.ヽ．．こ9·nぁ•11ヽ翫り1遍
J”人9J●●l』かいa."”・eのメ＝・如9S
じてm．どnもとてし9Aしくt心-""'・

9.."も知Vりりはいってに3Jら‘"．食べ
9’りった'- •..ce •（引回9お）をそそざ，おこX.
9璽9/99バ1"8にコ',•べ19ごnし 9 ：ふいて． 2ジ
l”'T・し夏T.9n,.9バ199ざンン9さんtヤい
て”..

r こ•四ム ~•西id9唱いくい1写ゑ言溢””'i→i寅I`
た『` '"二9-,.,,_,こ9月91°’ゴ99てきIL9-
『Ii199ってご＂じですか， ．，も言ntnnntも
ので， mt厄9ぐク切几9Atuとそ"~漬6
と39人が名玄9てい皇す．．IJ!1-AUとガつ．こ9.』
'"""，ていて．●●9えガ1：そ19そmJ●89直
t .. 川幻"て使った093そうで,....9沢士の分）
,a3出999こそうですよ．

＂＇9．こA9』9cunJmazる・0．`って忙”して`幻たい．
こn色モど”). . 分9ゆ9^ ｀コ』直 9て．""'"•んの貪恥9．と白コ,. ,たこ 919"“九てさて．そ，，玄夏tぃ2T.
今みたし 9こ遍紐出て2て． 食a`•9にオRh●和こh99 a、てくh:999QJ9 曇って．

n•999匹2. 9tu9...心ミム色．ホum万9．●のA9滋•’'たましで•
．勺0”””·ふこり＾」：●●と99 9み•3じ吋•便9てポ9ンひとバ｀”'衷fり人と｀し＼ U9」
人9て ． えなツ-.ncこいは一．とゞ`:'“”屯•9てきたのでした．
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“地域に入る二活動の評価

•顔と顔のつながりがてきました。（道ですれ違ってもお互いにこ挨拶が可能に。）

・地域の核組織とのつながりがでぎました。

•“しゃくなげ学校瓦版”を通して地域の方々に関しを持って頂きました。

・日韓交流からもお礼のメッセージ。

蒲生野者現倶楽部が、韓国京畿造城南市の「酋薩環境市民の集い」と交流をし
て5年目になり、令年も「水のかけ橋 日韓子ども交流」を行いました。
子どもたちは、しゃくなげ学校未来塾の乃から各区でスタンプを押しても

らったウチワを持って、しゃくなげ学校で頂いたチヂミをおいしく頂きました。

日韓交流の最終日として、里山の光の文化を楽しみ、日本の文化に触れた地

蔵盆でした。

地域の皆さん、未来塾の皆さん、良い固い出をありがとうございました。

結果→0

1まとめと反省、そしてこれから I

・鎌掛地区の皆さんに“しゃくなげ學校未来塾”を知っても
らえました。 （面談、瓦版を通じて）

・地区の皆さんと’'しゃくなげ學校”との繋ぎの役目が出来
ました。

・エコツーリズムヘの展開の基礎ができました。

（今後の蒲生野考現倶楽部の定期行事への組み入れの
基礎ができました。）

・今後の「しゃくなげ学校未来塾グループ」と「蒲生野考現

倶楽部」との活動についての検討が必要。

例えば、毎年の地蔵盆に同窓会を兼ねて、このグルーブが主催？ l 
エコツーリズムの発展的展開を計画・実施・・・
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「しゃくなげ學校未来塾」活動のフローチャート

H20年の未来塾塾生活動の流れと、 H21/H22年へ向けて

蒲生野考現倶楽部の活動に繋ぐ。

■■■ 地域プロデューサーが目指すもの ■■■ 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ． . 
： 【蒲生野考現倶楽部の 目標】 ： 

． 
• ． . ． 
： ◆環境文化の創造 ◆持続可能な社会システム ◆地域再生と交流 ： ． ． ． ． .................,:::::::::::::.~...................... ・::::::::::::::: .............................................................. ． ．  
【しゃくなげ学校の願い］ ： ．．．．．．．．．．．．．．．．． ： 【鎌掛住民の願い】． ．  ． ． . .  ・ 
◆資源を活かして地域再生： ； 【課 題】 ： ： ◆ シンボルとしての学校. -..  ． ．．  ． ． 
◆ もったいないを具現化 「~ NPOと地域：： ◆住みやすい地域に

• ・ ・ • . 
◆里山再生の拠点 ： ： の隔たり ： ： ◆地域経済． ．．．  ...................................... ・1・....................................... 

しゃくなげ学校未来塾
目標：課題解決と地域づくりの提案・実証、しゃくなげ学校と地元をつなぐ

●蒲生野考現倶楽部に対して

⇒ 地域づくりのイロハを伝授
●鎌掛住民に対して

⇒ 地元の声を政策に反映・提案

H20 みつける活動 住民の意識の把握調査を通して J 
＿ ↓ 

-- --― ---
つなぐ活動 里山地蔵盆を通して、ほたる看板

↓ 

いかす活動 民俗室整備と箱膳を通してッ—リスム実；」
H 2 1 ↓ 

蒲生野考現倶楽部 つくる活動 ェコツーリズムを通して

［ 
鎌掛住民

（学校運営） （事業参加）

47゚nゾェクト推進 ・プログラム開発 ・収入安定→地域経済 民泊体験実施

学校経営 ・受け入れ事務 ・自信と誇り→環境文化 事業協カ・参画

l―I 2 2 
そだてる活動 次世代リーダー義成を通して

【次の地域課題を見つけ、地域プロデューサーとして間題解決・文化創造・地域再生を図る】

l

_

 

50 M泊ふiydku



• • 

しゃくなげ學校未来塾グループ活動の記録 (H20.3~H2l.3) 

・一年間で76回の会合。延べ参加人数450名。
週1回以上の会合、活動。一回当たり参加率59%

＊メンバー全員の意思疎通を大事に！

』zNPO蒲生野考硯倶楽部の皆さんとの意思疎通。

＊地域に繰り返し入り、地域の皆さんと顔見知りに。

含コミュニケーションツールとして

『しゃくなけ學校瓦版』を活用、その打ち合わせ。
（今までの蒲生野老現倶楽部の活動には無かった試み）

しゃくなげ学校未 しゃくなげ学校未来塾会議・行事と参加記縁 （注）倶女楽印部は主蒲催生の野行考事現

コ^日ェ数ムロ
悶数喜 期日 罐B 時間 コヽ日数ムロ

［百 期日 曜日 時間 場所 主な内容 :: コメント

1 1 03/15/08 土 13,00~17•OO 28' 39 08/23/08 土 13,00~17,00 しゃくなげ学校 地蔵盆準備およびコーディネート 9古民具展ホ

2 2 03/29/08 土 13:00~17:00
28" 40 08/23/08 土 19:00~22:0( 鎌掛地区

地各＊蔵地戸盆蔵訪反盆問省ほ(8会)か・（ 未来塾主催）
9メンバ 各区へ、チヂミ焼き

3 3 04/08/08 火 19:00~21:00
29 41 08/30/08 土 9:30~12:00 しゃくなげ学校 4各戸聞き取り調査

4 4 04/19/08 土 13:00~17:00
29' 42 08/30/08 土 13:00~17:00 しゃくなげ学校 中間発表の準備 4地蔵盆反省会・看板完成

5 5 04/22/08 火 19:00~21:00 30 43 09/06/08 
土 14,00~17:00 米原公民館 未来塾9期生塾生会 5中間発表の準備

6 6 04/26/08 土 l3:00~17:00 31 44 09/13/08 
土 9:30~12,00 しゃくなげ学校

各中間戸発訪表問の(9準)備・今後の計画
6各戸聞き取り調査

7 7 05/05/08 月 10:00~12:00 31' 45 09/13/08 
土 13,00~17:00 しゃくなげ学校 8中間発表の準備・今後の計画

8 8 05/10/08 土 13:30~17:00 32 46 09/17/08 水 19:00~21:00 アルプラザ 中間発表の準備・確認 4谷口さん発表内容を確認， 9 05/13/08 火 19,30~21,00 33 47 09/20/08 土 9:30~12,00 しゃくなげ学校 各戸訪問⑩ 3各戸聞き取り調査

10 10 05/17/08 土 10,00~12•OO 33' 48 09/20/08 土 13,00~17:00 しゃくなげ学校 竹村運営会長岡澤副会長と話合い 4次期イベントの計画

10' 11 05/17/08 土 13,00~1700 34 49 09/23/08 火 10,00~16,31ピアザ淡海207号 未来塾9期生中間発表会
， 

11 12 05/20/08 火 19:00~21,00 35 50 09/27/08 
土 9:30~12,00 しゃくなげ学校

各聞き戸取訪り問調⑪査まとめ、次期計画
4各p聞き取り調査

12 13 05/24/08 土 19,00~21•OO 35' 51 09/27/08 土 13,00~17,00 しゃくなげ学校 4次期イベントの計画

13 14 06/07/08 土 9:30~12:00 36 52 10/04/08 土 9:00~12:00 日野町川原地区 女収穫祭 6平安神宮司祭が主宰

13' 15 06/07/08 土 13,00~17,00 37 53 10/07/08 火 19:00~21:00草津町づくりセンター 聞き取り調査まとめ、瓦版準備 6次期イベントの計画検討も

14 16 06/10/08 火 18,30~21:00 38 54 10/13/08 月 13:30~17:00 しゃくなげ学校 瓦版を竹村会長岡澤副会長と確認 4瓦版配付OKを確認

15 17 06/14/08 土 9:30~12,00 39 55 10/21/08 火 19,00~21:00 草津町づくりセンター 次期イベントの計画詳細検討 8谷口さん研修報告あり

15' 18 06/14/08 土 13,00~17,00 40 56 10/25/08 土 9:30 ~12,00 しゃくなげ学校 古民具目録作り 6 

15" 19 06/14/08 土 18,30~21:01 41 57 11/01/08 土 9. 30 ~12:00 しゃくなげ学校 古民具目録作り、パネル搬入 8 

16 20 06/15/08 日 14,30~ 11/02/08 日 9:00~ 鎌掛公民館 鎌掛地区文化祭 パネル展ホ

17 21 06/21/08 土 9,30~12,00 11/03/08 月 16,00~ 鎌掛公民館 鎌掛地区文化祭 2終了後パネル搬出

1 7' 22 06/21/08 土 13:00~17,00 42 58 11/15/08 土 9:30~15:00 しゃくなげ学校 蛍の看板設置、古民具目録作り 7箱膳サンプル確認

18 23 06/28/08 土 9:30~12,00 43 59 11/18/08 火 19,00~21,00 草津町づくりセンター 次期イベントの計画詳細検討 7井阪さんより案提ホ

18' 24 06/28/08 土 13,00~17:00 44 60 11/23/08 日 9c00~ しゃくなげ学校 女水のかけ橋父流会 2 

19 25 07/05/08 土 9:30~12:00 45 61 11/29/08 土 9:30~15,00 しゃくなげ学校 古民具目録作り(#121-#198) 4次期イベントの計画詳細検討

19' 2607/05/08 土 13:00~17:00 12/06/08 土 8:30より一E 日野町役場 女伊勢神宮参拝 3平安神宮宮司さんと共に

20 27 07/09/08 水 9:30~15,00 46 62 12/13/08 土 9:30~12:00 しゃくなげ学校 次期イベントの計画詳細検討 3次期イベントの計画詳細検討

21 28 07/12/08 土 9:30~12,00 47 63 12/16/08 火 19,00~21,00 草津町づくりセンター 次期イベントの計画詳細検討 7 

21' 2907/12/08 土 13,00~17,00 48 64 12/20/08 土 11:00～夜 ピアザ淡海 セミナー＆父流会（夜） 5 11:00に集合し、 事前会議

22 30 07/19/08 土 9,30~12,00 49 65 12/25/08 木 9:30~12,00 しゃくなげ学校 箱膳の塗装 8まずは塗り方勉強と試し塗り

22' 31 07/19/08 土 15:00~17:00 50 66 01/08/09 木 9:30~ 12:00 しゃくなげ学校 箱膳の塗装 5計41膳、 1次塗り完了

07/20/08 日 9:00~ 51 67 01/10/09 土 9:30~ 12:00 しゃくなげ学校 相膳の塗装、他準備作業 6まず41膳の2度塗り実施

23 32 07/26/08 土 9:30~ 12:00 52 68 01/17/09 土 1 1 :00~16,30 栗東さきらホール おうみ未来塾大交流会 7瓦版のパネル展示予定（井阪さん）

24 33 07/30/08 水 19,30~22,00 53 69 01/24/09 土 9:30~16c00 しゃくなげ学校 箱膳＆エコツー準備 7試食、 藁細工実習

08/02/08 土 9:00~ 54 70 01/25/09 日 9:30~12,00 ピアザ淡海301号 9期生塾生会ー役割分担、等 4成果発表会／卒塾式に向けて

25 34 08/03/08 日 13,30~17,00 し 55 71 01/31/09 土 9:00~16,00 しゃくなげ学校 箱膳＆エコツー（ス丁ップ1) 7本番。7名参加＆地区から6名

26 35 08/09/08 土 9:30~12:00 56 72 02/06/09 金 19:30~21:00 しゃくなげ学校 しゃくなげ学校運営会議 4町教育委員会、区運営会他

26' 36 08/09/08 土 i 3.00~ 1 7:00 57 73 02/07/09 土 9:30~1500 しゃくなげ学校 箱膳塗り＆アンケ ト集計 6瓦版、卒塾報告書の検討も

08/10/08 日 9:00~ 58 74 02/14/09 土 9:30~14,00 しゃくなげ学校 箱膳塗り(2度目） 6瓦版、卒塾報告書の確認も

27 37 08/16/08 土 13,00~16,00 59 75 02/28/09 土 9,30~12,00 しゃくなげ学校 箱膳整理・ほたるの看板設置 6古民具目録作りをどうするか検討も

28 38 08/23/08 土 9:30~12,00 60 76 03/07/09 土 10:00~16:30 ビアザ淡海 成果発表会7卒塾式 9 10時集合、打ち合わせとリハーサル
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しゃくなげ学校未来塾グIL-7, 日綿交流～琵琶湖にて～

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

滋賀県日野町在住。教員の傍ら、NPO活動（蒲生野考現倶楽部）をして20年にな

ります。1990年から、生活者の視点から蒲生野の水と生活文化の調査を行い、子ど

も達と大人・専門家が一緒になって「ソレイケみぞっこ探検隊～たんけん・はつけ

ん・ほっとけん～」の活動をしてきました。この活動は、 「かい どり大作戦」 （水辺

の遊びと川調査）、 50年前の地域の風景や暮らしを古老から聞き、当時の様子を絵屏

風にする「ふるさと絵図」づくり、里山再生事業、モニタ リング環境調査、韓国八

堂栂］ と日本琵琶湖を探査する「水のかけ橋日帷交流」などへと広がってきました。

NPOでは、 事業の企画・推進をする「総合プロデューサー」として活動していま

す。

地域で活動しているNPOに多くのことを学びました。活動の原動力となってい

るのは、 「夢」と「情熱」。そ して、 「達成感」とやればできるという「自信」、 一

緒に取り組む「仲間」がいるということが継続の力になっていると思いました。

この5つの要素を、見事に具現化 したのが「しゃくなげ学校未来塾」で した。メ

ンバー10人が、 地域づくりのイロハに則って蒲生野考現倶楽部と鎌掛地域を、活動

を通して繋ごうとしたからです。イロハとは、地域課題や地域の思い等を「見つけ

る活動」、しゃくなげ学校と地域を「つなぐ活動」、地域資源を「いかす活動」で

す。これらの積み上げは、 今後、エコツー リズムに組み立てる「つくる活動」、次世

代リーダーを育成する「そだてる活動」へと発展していきます。また、箱膳はこの

グループの大きな財産となりました。

短期間に充実 した活動ができたのは、 5つに加えて、組織としての「情報の共

有」と「報連相」による意志疎通ができていて、メンバーが進捗状況と活動のイ

メージが持てやすかったからだと思います。組織マネジメン トと次への展望を示し

てくれた仲間に感謝です。

地域プロデューサーとしての私自身の活動の見通しと立ち位置を考えなければな

りません。方向として 3つあります。①所属する蒲生野考現倶楽部の充実発展（や

ることが多いので）。②今までの経験やノウハウを活かして市民活動のネッ トワーク

を作る。③新しい地域課題を見つけ、 地域プロデューサーと して問題解決・ 文化創

造・地域再生を行う 。

まずは、しゃくなげ学校未来塾で育てていただいた事業を発展させて、 「つくる

活動」と「そだてる活動」を具現化します。制作 した100個の箱膳と民俗室や地域資

源の活用をベースに、地域エコミュジアムづくりを進め、エコツーリズムの拠点に

したいと思います。そして、昨年立ち上げた県域の『エコツー リズム協会しが』と

今参画している日野町や東近江市の農家民泊の協議会とも連携して、新しい地域づ

くりを展開したいと思います。
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近江むかし発見隊

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取リ組み

9期生では、一番北に位置します長浜市の農村に住んでいます。すぐそばをー級

河川姉川が流れ、東方には伊吹山がそびえいつも温かく包み込んでくれています。

我が家から見る真っ白に雪景色した伊吹山の姿が最高です。

わたしは、長浜市に奉職しながら農家でもあるため田畑を守りつつ自家用のお米

や野菜をつくつている農業者でもあります。また、暇を見つけては将棋を指したり

魚釣りに行ったりしています。

毎年、自治会関係の役員以外に農業関係の役員をしなければならないため3~6

団体の役員をしています。町内の役員は、しがらみがあるうえ、いわばあてがわれ

た役のため消化するだけで精一杯です。何か積極的に関われるテーマを見出せない

かと入塾しました。

1年目では県内各地で研修をさせていただき、様々な市民活動に多くのひとがい

ろんな形で関わっておられることを知りました。そして、ちょっぴりですが知り合

いにもなりました。何よりも 9期生の方と知り合えたことが大変うれしく思ってい

ます。

2年目のグループ活動は、当初どうなることと思っていましたが、人が集まれば

智恵もでるしそれぞれのネッ トワークでつながりができてきて、いろんな方との出

会いと協力のもと、ひとつの形にすることができました。

「よそ者」がその“地域’に入るということは、むずかしいと思っていましたが、わ

たしたちの入っだ‘地域’である花しょうぶ通り商店街の役員の皆さんは、 「よそ者」

をすんなり受け入れていただきました。また、わたしたちの意見にはいつも耳を傾

けていただき何かとご協力をいただき本当に感謝しております。

地域活動は、自分が住んでいる地域で行うのが一番と思っています。しかし、自

治会という狭い範囲ではしがらみなどが積極的に関われるテーマがむずかしいと

思っており、やはり長浜または湖北という地域で活動したいと思っています。残念

ながら、これだ！というものは見つかっていませんが、この 2年間の未来塾でのつ

ながりを大事にしていきたいと思っています。
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近江むかし発見隊

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取L）組み

都会でもなく、田舎でもない街、この中途半端がとてもここちよい米原に生まれ

育ち、 62年の土喰人です。

土喰人とは、できる限り土と共に生活したい気持からでたフレーズです。

近江むかし発見隊は、たいへん個性的な 6人の集まりで、この個性が発揮され

て、 「石田三成と嶋左近の伝承一道標」を披露できました。

地域づくりは、ひとそれぞれの個性をいかにまとめるかであると、学びました。

この生まれたばかりの甲冑劇ですが、今後の上演予定もいただいており、演出、

キャス ト、脚本に工夫をこらし、活動の幅をひろめていくつもりです。

これが、地域とのつながり、活性化への一歩になります。

L
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しゃくなげ学校未来塾グIL--i

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

滋賀県蒲生郡日野町在住。結婚して十数年がたち、ぼちぼち広がってきた地域の

人のつながりと、青年団活動を通じて目覚めた社会活動を活かすべく、現在は女性

会や男女共同参画などに地道ながら携わっています。

今住んでいる地域は、少子高齢化が進み、特に子どもさんの数の減少には危機感

を持っていて、なんとかしたいという思いを持っています。

幸い、よりよい地域になるようにとの思いで動きが出始めてきたので、私にできる

ことでのかかわりを持っていきたいと思っています。また、子どもの育ちにも関心

があり、 心農かに育つようにとの思いから、活動もしています。

滋賀県にはあちこちでいろんな活動をされている方々がたくさんおられるのだと

いうことを、まず感じました。行く先々では、“心地よさ＂があり、これが長続きの秘

訣なのではないかと感じました。

しゃくなげ学校未来塾では、 「風の人」が地域に入っていく難しさと、入れたとき

の喜びを学びました。そして、「しゃくなげ学校未来塾」としてご一緒に活動させ

てもらった仲間（偉そうにすみません）の方々に出会えたことは、貴重なことでし

た。

また、未来塾の活動以外にも色んな事を知ることができたと思っています。

これらのことを活かしながら、足元での活動を始めたいと思いました。

地味なんだけど、とてもおいしくて珍しい地場料理「十八番の料理」の掘り起こ

しと、それを後世につなげていく作業をしたいと思います。

「環境と福祉がキーワード」と伺ったしゃくなげ学校（蒲生野考現倶楽部）で

は、今すぐにというわけにはいきませんが、福祉という面から、特に小中学生に対

するお手伝いがしたいと思っています。また、しゃくなげ学校未来塾を通して、今

日までつながった人やそのき っかけとなった事業は、立ち上げたときの思いを忘れ

ずに大切にしていきたいと思います。
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計んなの居場所「うちの縁側」

拠点づくりとネットワー，，化をのさして

プロフィール

2年間で

学んだこと

今後の課題

守山市生まれ。湖南市菩提寺から卒塾後、職場の所在地である、近江八幡市へ転

居。

3年前、ホテルの管理職から、公募により商工会議所の専務理事に就任。

「渦中の栗」を拾ったと話題に。現在も波紋を投げつつ、奮闘中。

中学生の頃から、地域のジュニアリーダーや青年団活動に取り組む。

「少年よ大志を抱け、少女よ大志を抱け」の信念をもち、「いつか00に」の夢を

抱いている。

「人はひとに支えられ、生かされている」ということ。

地域に入るということの難しさを知ったこと（地域の課題は地域のひとたちと共

に、解決することが大切だということ）

家庭の事情や仲間の病気等で、思うように活動できない 2年目でした。学生時代

より自分のスキなことを優先させ、リーダーとして突っ走ってきた私にと って、戸

惑いの 1年でした。しかし、「ゆっくりでもいいんじゃない」と言う仲間の言葉・支

えに、少し肩の荷がおりました。そんなnukunkuのメンバー、 9期生の仲間、 一緒に

活動できた7期生の土田さん、成果報告書の編集に協力して下さった同じく 7期生

の藤田さん等、多くの方々との出会いとつながりに感謝しています。

nukunukuは名前の由来のとおり、あったかい、ほっこりした場づくり・ゆるやか

なネットワークをめざしてきました。

志、半ばで卒塾しますが、みんなの居場所「うちの縁側」は、「暮らし・支え合い」

を基本とし、永遠のテーマ・人生のテーマでもあります。平成21年度以降も、みん

なの居場所「うちの縁側」近江八幡は継続していきます。地域の運営ボランティア

さんと相談しながら、ムリなく、進化できるようにしたいと考えています。

ぜひ近江八幡にお越しの際は（毎週日曜日）、新町（近江八幡資料館となり）のさろ

ん「間」へお立ち寄り下さい。
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しゃくなげ学校未来塾グIL--i

プロフィール

ぷ
m
丘＂ 砿敏

L

慈

2年間で
学んだこと

これからの

取り組み

滋賀県と三重県の県境、JR草津線沿線で油日駅と柘植駅のほぼまん中、遠望す

れば鈴鹿山脈の南端「油日岳」の山裾でのんびりとした山里に見えるが、自宅前を

県道4号線が通り、騒音と振動に悩まされている。ここ甲賀市甲賀町油日に在住60

有余年、この地は少子・高齢化が進み、慣行・慣習に縛られ、誇れるものは何もな

く、変革を望まないようにも思える。

定年退職を機に生涯学習論を学び、これまでの企業人からいち早く地域の人にな

ることが大切と教えられる。活き活きできるものが欲しい。資金はないが人が集

まって知恵を出しあえば、何かができる契機になるのではないか。地域プロデュー

サーとの出会いは、地域の変革を目指すには千載一隅である。活動目的を「地域の

資源を活かし、地域の経済再生、地域文化の継承のモデルを作ろう」と決定した

“しゃくなげ学校未来塾”にお世話になる。

「百聞は一見に如かず」入塾式から約半年間は滋賀県各地の先進的活動グループ

を訪ね、実践例を見聞することで地域プロデューサーの一端を知ることができた。

地域や社会を変えるものの見方や考え方を学び、しゃくなげ学校未来塾でのフィー

ルドワークを通して、「温故知新」 「脚下照顧」 「人は皆師」の教訓を得ることにな

る。自分の住む地域には誇れるものが何もないと嘆いていたが、誇れるものはその

価値観を見つけ、情報を発信し、世間の評価を受けて得られるもの、それぞれのモ

ノの価値観とは何かを考える機会にもなった。

卒塾報告書の表紙タイトルは、～Yeswe can!~「できる、だいじょうぶ、私た

ちにはできる。」でオバマ氏の演説のぱくり 。続いてケネディ大統領の演説「Ask

not what your country can do for you, ask what you can do for your country（国が

自分のために何をしてくれるかと訊くのではなく、自分が国のために何をできるの

か自問しよう 」。そ して、日商塾長の 「ThinkGlobally, Act Locally」（グローバルな

視点にたって身近なことから行動しよう）をローカルに考えて、ローカルに行動する

ことが大切だ、地域で徹底してやってこそ、その話がグローバルになるのだ）をぱ

くります。考える力、表現する力、そして行動に移せる力を創造力と呼ぶならば、

創造力を社会に活かせる技術を身につけたい。 リーダーには自らの資質に加え過ち

を遠慮なく指摘するような周りの環境が必要です。弱点には触れさせず強みばかり

を誇示すればいずれ「裸の王様」になるのでは。塾活動で自己変革はあったかな。

入塾を機に急速にネットワークが広まり、協働活動が軌道に乗ってきました。

しゃくなげ学校未来塾での実践を参考に進めてきた地元の山間湿原の生態系保全で

す。ふるさと滋賀の野生動植物との共生に関する条例に基づき、油日サギスゲ等生

息•生育地保護区に指定され、奇しくも卒塾式に近い 3 月 1 日か ら施行されます。

地域に根を張って、ミッションの軸がぶれることなくコ ミュニケーションと風通しの

良い本物のグループ活動を実践して行こうと考えています。次は、地元湘日城址の

調査を目論んでいます。
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加藤 ぉ夫戸敏

しゃくなげ学校未来塾グIL-~

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取リ組み

私は三重県四日市出身ですが、滋賀県に在住して20年を超えました。退職後も地

域との交わりがありません。滋賀県のことがさっぱり分からない状態です。

近年は妻の仕事である心理カウンセ リングの補足として、クライアン トの家族と

共にNPO法人グッドハー トの活動を手伝っています。その他、農業を趣味として

います。

これとは別のテーマで地域の人たちとの連携を図りたいという思いで、おうみ未

来塾に参加させていただきました。

後半の 1年間は事情により、殆ど参加できませんでしたが、前半に滋賀県各地で

活発に活躍しておられる地域活動を見学させていただき、大変勉強になりました。

各地域活動リーダーの取り組みから学んだことは、 「継続すれば道は開ける」という

ことでした。

テーマ設定が極めて重要なこと。

経済効果が無ければ、ボランティアでは継続は無理だということも実感しまし

た。

おうみ未来塾で学んだ教訓を糧として、今まで培ってきた農業を主体にして「自

給自足」の大切さを学んでいただける体験学習の場を作って行きたいと思っていま

す。生きることの基本は「食料を確保すること」です。

職を失って食べて行けない人が急増しています。 景気経済に頼っている社会の

脆弱さを実感させられる今日です。

どのような社会変動に出遭っても、生きていくために、各家庭が食糧自給率100％め

ざして準備することが大切だと思います。

ー
・
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森云金 ぉ生玉秀

ゆとり

遊人里グIL--i

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

会社人間だった40数年間、地域や、市民活動に感心を持つと言う事は考えもして

おりませんでした。

今までお世話になりました方々へお返しできないかと未来塾に応募いたしまし

た。

正直言って何も知らない私が採用されるとは思っていなかったので、入塾許可が

参りま した時には、少し戸惑いがありました。

しかし何がしたいのか何が私に出来るのか問うて見たかったのです。

一年目の基礎実践コースでは県内各地を東奔西走して御活躍されている方々を拝

見して、成功させる為には、継続と並大抵ではない努力が必要だな～と学ばせて戴

きました。

しかし、自分にはそのエネルギーがあるだろうか？ 講義や県内各地を訪問し、

見聞きする事は私の人生で初めての経験で感動ばかりで楽しいのですが、終わる

と、どうすればあのエネルギーが出せるのか、毎回心配で自問自答しておりまし

た。

二年目の創造実践コースでは、 地域の方々の喜び感動の楽しみがあるのを学ばせ

て頂きました。

私達が棲んでいる豊な滋賀の自然に若いお母さんと子供たちが触れて、充分に満

喫して欲しいとの思いで子育て支援の遊人里グループでの活動に踏み切りました。

グループの皆さんは非常にキャパの広い方ばかりで初心者の私を特別扱いするの

ではなく、同じ目線での配慮もして頂きました。

活動を通じて、人と人とのつながりの大切さ、参加してくださった方々の喜びや

感謝の言葉が、次のエネルギーになる事や、人と人との出会い、協力、ネットワー

ク、が私にとって、大きな収穫になりました。

この間事務局の皆様、 9期生の皆様、その他色々お世話になりました方々に感

謝、感謝。

心から御礼を申し上げます。有難うございました。

小さなことですが、 昨年6月に地元草津で朗読教室を開設いたしました。

又、遊人里グループの活動も出来る限り続けたいと思っております。

“活動年齢は72歳ぐらいがピークですよ’'と仰っておられたのをお聞きしたことが、

ございます。それだけにマイペースで次の世代に引き継いで行きたいと思っていま

す。
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杯か香 起由み美
ゆとり

遊人里グIL--i

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

子育てがひと段落したら何か始めたい ！と考えていたとき、未来塾の話を聞き

「地域プロデュース」とは何だろう？学んでみたいと思い入塾しました。

県内で活躍されている各地域の方や、様々な団体の見学に行き、みんなきらきら

輝いて、前向きに活動に取り組んでおられる姿を拝見して、見ている側も元気にな

りました。

グループ分けの時に、子育てに関する事がしたいという思いの 5人が集まり「遊

人里グループ」ができました。 私達は「森の幼稚園」を 目指 して活動をしたわけ

ですが、 自然とふれあって子育てをしたいお母さん達がたくさん集ま って、 参加者

と一緒に、主催者の私達も共に学び楽しむことが出来ました計6回の活動が終わっ

た後の参加者アンケー トに、 「この会に参加するようになって、花や草に目を向け

るようになった」とか「これからも、続けていってほしい」と言う様な言葉を もら

い、この活動をしてよかったと思いました。

そして、活動をするのには、じっとしていては出来ないことを痛感しました。

何度も何度も、下見に行ったり、ミーティングをして確認をして。それでも 、当

日バタバタする事があ った り•••そんな繰り返しで、成長するんだな～ と思った り 。

試行錯誤の一年でした。

活動途中で、家庭の事情で行けない時もありみんなに迷惑かけた事もありまし

た。それでも、みんなが私の分もがんばってくれたので、やり遂げることができま

した。

一年の活動を通おして得たものは、やはり多くの人に出逢え、 仲間が出来、自然

がもっと好きになったことです。

地域プロデューサーには程遠いかもしれませんが、少しずつ欲張らずに取り組ん

でいけたらと思っています。

お世話になった事務局のみなさん、 9期生のみなさん、メンバーのみんな、あり

がとうございました。そ して、これからも宜しくおねがいします。
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nukunukuグIL--i

計んなの居場所 うちの縁側

プロフィール

2年間で
学んだこと

面面門盆神

これからの

取り組み

現在、生活協同組合コープしがで働いています。2007年4月頃おうみ未来塾を知 り、

そして「地域プロデューサー」という言葉を知りました。私の住む水口町田町 （タマ

チ）では「祭」を中心に暮らしがあり、町内で執り行われる歳事の継承を誇りとして大

切に育んできた地域です。就園前の子どもから小・中・高校 ・大学生そして親、年寄

りまでみんなが祭りのお囃子を練習するようなところです。ここには地域の子育てがあ

り、年寄りの居場所があり、大切な伝統・文化を継承する風習があります。 「これが地

域をプロデュースすることかな」という思いと「これからもずっと続けなければ」とい

う思いで未来塾に入りました。そんな訳で、現在水口町に住んでいます。1959年2月生

まれの50歳です。夫婦共働きで市民活動のネットワークは妻の方が大きいですね。妻は

子どもに関わる仕事をしており、私も大きな影響を受けています。

1年目の基礎コースでは滋賀県内のNPOや市民活動をしておられるところにうかが

いお話を聞いて驚くことばかりでした。大切なことは、地域には人がいて、そこには資

源があり 、そしてそれを共有し共遊し共結うすることで新たなものが生まれることを実

感しました。また「資源」は元からあるものや新たにできたもの、ずっと昔からあるん

だけれど価値を再発見した新たな資源など、さまざまに点在していることを学びまし

た。2年目の活動は、子どもからお年寄りまでみんなが気兼ねなく自由に集まれる場

所、自分の住んでいる水口の田町のような、そんな場所をつくりたいという思いから

「みんなの居場所nukunuku」をはじめました。しかし充分な活動ができず、中途半端な

終わり方をしました。みんなの居場所ということから場所にこだわりすぎたのかもしれ

ません。みんなの居場所は人と人のつながりが大切で、心と心のつながりから始まる事

を忘れていたのかもしれません。軒先の日陰で立ち話をするお年よりやゲー トボール場

の休憩の場、公園の子育て中のお母さんの雑談の場、そんなことがスタートだと思いま

す。そこに人が集ま って初めて、みんながゆっくり 、ほっこりできる場所をつくろう 。

こんなスター トからみんなの居場所ができるのかなとも思います。 50歳を過ぎた私に

とって、居場所はますます必要になるのかなということを感じています。こんなことを

学びました。

もちろん私の住む甲賀市水口町をホームグラウンドに活動をすすめたいと思います。

今住んでいるところの良さを子どもたちに実感してもらうこと、 50歳を過ぎた親父たち

の集まるところ 、集まった親父たちが、地域を見直すこと、そこから資源を見つけ出

し、みんなで共有し共遊し共結うできる活動を2009年から始めるつもりです。地域には

親父のネッ トワークはあります。共遊できる場所（お酒を酌み交わす場）もあります。

数え上げたらきりがないほど資源はあります。例えば昔にぎわった商店街、うぐいすと

こげらがいっぱいいる裏山、町をはやし、人をはやすお囃子は 4月頃が最高潮で、曳山

のダシづくりで子どもからお年寄りまでこの次期心がうきうきしています。旧東海道は

リュックを背負った人たちでいっばいになり、私の家の前をぞろぞろ歩いていきます。

こんな資源を再発見して地域で大きな居場所を作ろうかなと考えています。幸い同じ年

代の仲間は、地域に目を向け、地域づくりにば惜しむことなく努力してくれる方がほと

んどです。がんばります。
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しゃくなげ学校未来塾グIL-7,

鎌掛を元気に

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

愛知県生まれの大阪育ち。滋賀県大津市在住(13年目）。京都府の消費者センター

に勤務し、府民のために悪質業者と格闘する日々をおくるママです。過去に、消費

者と農家をつなぐ草の根活動の リーダーをしていましたが、米作り に通った高島市

の山間部で高齢化 ・過疎化 ・獣害の現状を知りました。農業衰退・食料危機への不

安がきっかけとなり、大学で（中山間地域の）地域政策・ 地域経済論を学びつつ、

おうみ未来塾にもチャレンジ。残念ながら研究は中途で断念したものの、習得した

知識やネットワークを今後、実践の場に生かしたいと思っています。この数年間、

駆け足で過ごしてきたので、これからは、ゆったりペースで進みたいな～。フラメ

ンコや週末農業にもトライしてみたい。

1年目は、仲間を知る、先駆者の話を聴く、地域の取り組みを知る～など、多く

のことを吸収して、自分の思いを形づくる期間。そして 2年目のグループ編成はそ

れなりに悩んで決断するもの。私の場合、中山間地域が抱える課題をナン トカした

い、との思いで入塾したのですが、ハードルが高すぎる上、残念ながら思いを共有

できる方と出会えなかったことから断念し、興味の対象に近い「しゃくなげ学校未

来塾」グループに所属することを選択しました。うちのグループは、毎週末に日野

町鎌掛の「しゃくなげ学校」に集う、地域への密着度が高い活動。地道に重ねたヒ

アリングや地蔵盆、しゃくなげ学校の廊下の雑巾がけ・・ •が強く印象に残っていま

す。体調不良により思うように参加できず、 仲間にご負担をおかけしましたが、 地

域の住民さんや仲間と共有したひとときは、お金を出しても買えない貴重なもの。

今後の塾生の方々にお伝えしたいことは、枠を決めずに柔軟に考えればいい～とい

うこと。誰とどこで何を取り組んでも、得るものは大きいから。

昨年 9月「雑穀の地産地消を考える会」を結成し、雑穀で消費者と生産者・農村

をつなぐ活動を始めています。私のほか、 食や農業に関心のある消費生活アドバイ

ザーや未来塾の仲間が中心となり、消費者と生産者をうまく結ぶためのコーデイ

ネー ト役を担っています。ヘルシーで人気のある 「雑穀」ですが、ニーズに反して

国産は少ないのが現状。消費者と生産者の協働で、稀少作物である雑穀の地産地消

を滋賀で進めることを通して、様々な可能性を探っていきたいと考えています。

「雑穀」 「地産地消」 「消費者と生産者の連携」これらのキーワードに関心をも

ち、入会下さった会員さんは約40名。消費者・生産者・行政 ・研究者・飲食店・・・立

場もさまざまです。興味のある方はぜひご参加 ください。なお、活動の詳細につい

ては 「雑穀の地産地消を考える会」ブログをご覧下さい。

」
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小林 恵り理

近江おかし発見隊
烹
＇ヽ

プロフィール

2年間で

学んだこと

玄出身地 米原市（旧米原町）
フィールド

*NPO法人FIELD副理事長

「子育ち支援」をモットーに子どもたちのやる気を引き出すための活動支援を

行っています。野外活動指導（キャンプなど）や、学校へ通いながら公共施設など

で寝泊りする「通学合宿」を地元米原で実施中。また、米原市米原公民館を指定管

理している団体でもあります。

玄学童保育指導員暦4年目

NPOでの活動を活かして地元米原市内の各小学校で子たちの居場所づくりを支援。

玄アマチュア劇団での役者暦10年

実は、長期間続けている趣味の活動。役者経験はもちろん、お芝居に関するネッ

トワ ーク網は強いです。また、 小学校のク ラブ活動で子どもたちに演劇指導の経験

も。

唸本業はデザイナー

自営業で、地域密着型のデザイン会社を経営しています。

チラシやポスター作成などのデザイン全般がお仕事です。 紙面デザインは大得意

です。

今回の表紙なども担当させてもらいました。

＊フィールドワークの1年目

座学が苦手な私にと って、外に出て実践をしながら学べることが、とても魅力的

でした。以前から市民活動をしているので、わりと県内の活動団体さんとのつなが

りもありましたが、さらにその幅を広げることができて嬉しく思っています。

＊なかなか決まらなかったグループ活動

スタートが他のグループより遅かったのですが、メンバーの人脈やフィールド

ワークでのつながりを活かして、彦根の地に入ることができました。今回、戦国

武将の芝居を地元の方々の支援で作成し上演するまで出来ました。彦根の熱～い

「志」の地元の方と出会え、 一緒にひとつのことをやり遂げた時の感動は心地よ

く、今でもやってよかったなあと思っております。

これからの グループ活動でできた 1つの脚本「道標」。私たちのグ

取り組み ループが、他の地域で活動をすることになっても、この脚

本を地元の人たちで演じ続けていってもらえれば嬉しいで

すね。

もちろん、この 2年間でできたつながりは大切に！ 。今

後、どんな形になるかはわかりませんが、近江むかし発

見隊の活動を続け、消えつつある“語り継ぎたい歴史（民

話）’'を残していければ良いな～と思います。
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しゃくなげ学校未来塾グIL-7'

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取リ組み

『1970年京都生まれ、 92年京都精華大学美術学部テキスタイルデザイン科卒業。

現代美術作品を制作 している、作品についてはHPから (http://sugihide.net)。今

年五月五 日から、自宅のある「南郷」で何か出来ないか？と小さな企てを友人の

アーティス トと模索中、詳しくはこちら、 「おうちでアー ト」(http://ouchi-de-art

com)。人と食べる事・飲む事が大好きです。』、以上が入塾時に提出した資料です。

今は、と言うと、ふとした事がきっかけで、 NPO法人五環生活の会員になり、興

味を持ち始めた里山や森林バイオマス関係で何か出来ないか？ ！と、またまた模索

中。

一言で、非常に濃密な時間を過ごせました。こ んな機会を与えて下さった事にま

ずは感謝したいです。入塾しなければ出会えなかったグ）レープ（超個性的な）メン

バーの皆さんにも、もちろん感謝の意を、お世話になりました。

2008年の夏の数ヶ月、メンバーと一緒に回った鎌掛地区への聞き取り調査は、私

自身フィールドワークが始めてだったので、本当に非常に良い経験になりました。

都市部に住んでいては知る事も感じる事も 出来なかったであろう事を、 リアルに肌

にできたと思っています。たった1年の期間でしたが「地域に入る」事や地域と共生

する難しさを痛切に実感しました。お世話になった蒲生野考現倶楽部、 NPO活動の

様々な 「生」な部分を垣間みれた事も勉強になりました。

とにもかくにも、 何かが動いて行くというのは（ビジネスとか経済性とか言っ て

ないで、、、いやでも¥は大切だけど、正直）血の通った人間関係の構築が絶対に

必要なのだな、と、今は強く感じています。

しゃくなげ学校、そして鎌掛地区、これからどんな風になって行くのか？自分な

りの方法で見守って行きたいと考えています。

会員になった五環生活、去年 (2008年）年末には、おうみ木質バイオマス研究会

(OMBK)の皆さんと一緒に 「びわこもり 」という名前でワークッショップを行い

ました。今後も何か面白い事を徐々に仕掛けて行けたら、と思っています。
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しゃくなげ学校未来塾グIL--i

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

竜王町在住。

足つぼマッサージのお店をしながら、健康教室や勉強会をしています。

食や環境や心の事を含めた健康がテーマでやっています。

昨年から、畑で野菜作りを始めました。自然や農業にも興味ありです。

未来塾に入るまでは、 市民活動や町づくりの活動にはほとんど関わった事がな

かったので、自分が今までに知らなかった事を、数多く 知ることができました。

特に今、自分の住んでいる地域がどんな問題を抱えているのかという事や、先輩方

がどんな取り組みをされているのかを知ることができたのは、すごく大きなことだ

と思います。

二年目の活動では、ほぼ毎週の様に日野町に行き、たくさんの人に会えたのは楽

しかったです。一軒一軒回ってのヒア リングは、本当にたくさんの意見を聞くこと

ができましたが、僕たちの様な地域の外の人が地域に入って活動することの難しさ

も知ることができました。

この二年間で学んだことは、「楽しんで活動できているか？」と「本物体験」で

す。

楽しむ事は、継続していく事や人が集まってくるという事にも、大きく係わって

くることと感じました。本物体験には、感動が生ま れるということです。

具体的なことは、まだ決まっていませんがこの二年間で得たことを活かし、活動

をつづけていきたいです。

この二年間、本当にたくさんの経験ができ感謝です。

関わって下さった方々、ありがとうございます。
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近江むかし発見隊

テーマ「地域の隠れた民話や歴史なとを

次の檻代に伝承する」

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

大津市日吉台に妻と二人の男の子と住んでいます。

現在、京都の東山学園で教員をしています。また、 1997年頃から学び始めたコー

チングやコミュニケーションのスキルをいかして、 「感謝と志の人育て」をモッ

トーに、プロとして講師・個人コーチ・カウンセリングをしています。

未来塾には、卒塾生がイキイキと活躍されているのを見て、 「おもしろそう 」 X

「地域に役立つ人になりたい」 x 「いろんな人と知り合いたい」 x 「学びたい」と

いう思いで応募しました。

1年目は、 9期生全員が一緒に活動できました。様々な分野のいろいろな立場の

方々との出会いは、それだけで剌激的でした。仕事とかぶる日も多く、すべてに参

加できた訳ではありませんが、有意義な学びの日々でした。中でも、現地へ出向い

ての体験・講義は印象に残っています。 1年目の終わりの、グループ研究の「テー

マ決め」、 「グループ作り」は悩みました。先発のグループがどんどん前進。やり

たいことがはっきりしている人たちが方向性を出していく中、置いていかれるよう

な感じがしてずいぶん焦りました。意図がぶれている間は効果的な行動がとれない

ことを知りました。人生は選択と決断の連続なんですね。

2年目は近江むかし発見隊レッドとしての活動になりました。もちろん、思いが

あってはじめたのですが、 地域も、具体的な方法も決まっていないところからのス

ター トでした。あっという間に 5月になりました。幸い彦根の花しょうぶ通り商店

街とご縁を結ぶことができ前進が始まりました。 「地域の課題に取り組むには地域

の人たちとのコミュニケーションが欠かせないこと」 「自分たちの意図がぶれると

相手次第に振り回されるし、逆に自分たちの意見に固執しすぎると柔軟性を欠き、

地域の方々との協力体制がとれなくなる。その二つの間を取り、バランスよく前進

する必要があること」 「常にコミュニケーションをとり、共通の目標に向けてグ

ループの一人一人が自分のできることを提供しあうこと」 「滋賀県には、美しく豊

かな自然と、奥深い歴史と文化、そしてたくさんの熱い人々がいること」 「彦根・

米原 ・近江八幡への愛着」等を学びました。すべての出会いに感謝致します。

一つは、近江むかし発見隊の今後をどうしていくか。すでに、4月以降の依頼が

入ってきていますが、年度が切り替わるこの機会に隊員全員で今後の進む道を話し

合いたいと考えます。それから、やはり私の地元、大津を中心にした活動を始めた

いと考えています。 「人育て」 「環境」 「食」 「エネルギー」に興味をもっている

のですが、まずは本業に近い 「人育て」の分野でと考えています。本業の空き時間

を使っての活動となるので 「何をやって」 「何をやらないか」を明確にする必要を

感じています。共通の課題をお持ちのみなさん。どうか気軽に声をかけてくださ

V‘o 
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しゃくなげ学校未来塾グIL--i

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取リ組み

団塊の世代の一人です。 2年前に約37年間の会社生活に終止符を打ったのを契機

に、これからの人生で何が出来るかを勉強する一つの機会として、おうみ未来塾に

参加して、社会勉強してみようと思い参加しました。

まず初めに、このような勉強の機会を与えて頂いた淡海ネットワークセンターの

諸氏、又滋賀県内の各地で地域に根ざした活動を紹介頂いた方々、そして未来塾9期

生の皆様、とりわけ“しゃくなげ學校未来塾”で一緒に活動頂いた皆さんと接する機会

が得られましたことを感謝いたします。

この二年間で、それまでの37年間の会社生活では全く得られなかった貴重な経験

をさせて頂きました。

地域の方々との交流の仕方、あるいは地元の方々の要望、希望をどう捕らえ、ど

のように具現化していくか、地道なそして根気よく進めていく活動の仕方、など地

域に密着した活動を行っていくに際し、大変重要なことの一つとして、地に足をつ

けた活動の仕方の一旦を勉強できたことは大変うれしく思います。

又、グループ活動でメンバー全員の意思疎通を図り、丁寧に順番を追って、計画

を練り上げ実行に移していく手法も大変勉強になりました。特に、損得勘定、上下

関係などで関わる人間関係ではなく、各人の自由意志で参画するグループ活動で

は、お互いの意思疎通をしっかり図っておくことが如何に重要かをしつかり勉強さ

せて頂きました。

この未来塾での経験をベースにHl9年10月に結成しました近江八幡おやじ連のグ

ループの一つ「元気おやじ一休さん」の代表として、地域を主体とする地域改善活

動（例えば、地域の景観改善・保存活動、資源リサイクル活動など）に積極的に関与

し、連携する地域活動グループとのジョイント活動を進めていきたいと考えており

ます。

2年前、入塾の直前、四国88ヵ所歩き遍路で得られた貴重な思い出と価値観を胸

に、おうみ未来塾活動をして参りましたが、今回、卒塾にあたり、もう 一度四国

88ヵ所歩き遍路をさせて頂き、新たな自分を発見できればと思います。三感『感

謝、感動、感激』を胸に 1

ありがとうございました。
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近江むかし発見隊

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

1982年 1月18日神戸市舞子生まれ。幼少期は千葉県、青年期は大阪、京都で過ご

し、いわゆる転勤族の家庭で育つ。2001年滋賀県立大学入学。滋賀県立大学の音楽

サークルで湖東地域のお祭りへの出演やスタッフをしてきたことが現在地域活動に

興味を持つきっかけとなる。その後湖東地域の中山道旧宿場町での活動を開始。学

生チームC3(Community Concierge Consultant)の設立に関わり、 3年間代表を務

める。 2006年特定非営利活動法人五環生活の設立に関わり、エコツアーやワザ関連

のプロジェクトリーダーを務める。同2006年滋賀県立大学大学院在学中におうみ未

来塾に入塾。おうみ未来塾2年目に仲間とともに「近江むかし発見隊」を立ち上げ

る。

1年目では滋賀県中を巡り、県内の様々な地域活動家の方々にお会いし、活動内

容を知ることが出来た。県内の活動家の方々を知れたことは今後滋賀県で地域活動

をしていく上で必要な人脈を作るうえで非常に有意義だった。また、現地見学を通

して 9期生の仲間たちと徐々に打ち解けていけたのもよかったと思う 。2年目は有

志の仲間とともに「近江むかし発見隊」を立ち上げ、たまたま私のフィールドであ

る彦根で活動することになった。チーム内の雰囲気は大変よく、リーダーの中尾さ

んがうまく取りまとめてくれたおかげだと思う。そこからも学ぶことが多かった。

また、今回は甲冑劇をすることとなったが台本製作からキャストの手配まで、劇を

本格的にやるのは初めてなので、その進め方の一端を学ぶことが出来た。ここで大

きな役割を果たしたのが小林さん。劇団経験とデザイン能力を最大限に発挿した。

小林さんの仕事の速さと努力の姿勢にも学ぶところが多かったのではないかと思

う。岩根さん、大橋さん、森さんからもこっそり学ぶことがあったが失礼ながら、

今回は割愛させていただこうと思う 。

これから彦根商工会議所に就職が決まり、今まで弱かった経営・商売という分野

を学んでいきたいと思う 。彦根商工会議所内でまちづくりの仕事もあるが、仕事以

外にも現在取り組んでいる県内のワザを巡り紹介する活動や田んほのツアー、また

未来塾の人々との活動を続けていきたいと思う 。
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叶んなの居場所 うちの縁側

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

滋賀県栗東市純在住。滋賀県職員として土木関係の仕事をさせていただいていま

す。また、県職員や市町職員の有志グ）レープ「チョウチョの会」のインフォーマル

活動など、県庁内外のネットワークを広げ、楽しく活動しています。

私の住む栗東駅周辺地域は、駅ができ、道路は整備され、店もできて便利になり

ましたが、私が子供の時に比べ近所のみなさんと顔を合わせる機会が減っているよ

うな気がします。地域で昔あった近所づきあいのような「横」の関係、世代間の交

流のような「縦」の関係が無くなりつつあります。地域のみなさんが気軽に集ま

り、語り合える「場づくり」ができないかと思っていましたが、 nukunukuの皆さん

と出会い、「うちの縁側」というコンセプトに魅力を感じて参加させていただくこと

になりました。

体調を崩すことがあり、肝心なグループ活動に充分取り組むことができず、私に

とつで海いの残る活動でしたが、様々な貴重な経験をさせていただきました。

地元でのヒアリングでは、地域に住む人にとって、気楽に集まれる「みんなの居

場所」は、必要だと思っていても、そこに一人で参加するにはかなりのエネルギー

が必要であることに気づきました。またうちの縁側の春祭りでのボランティアの皆

さんの笑顔、訪れる方々の楽しそうな雰囲気には私自身元気をいただきました。

「場」を続けることにより、人が人を誘って自然に活動の範囲が広がるのではな

いかと思います。場を主催する側にとっても、場を続けていくことはエネルギーが

必要で、そのためにも同じ志を持ったメンバーが緩やかなネットワークをつくり、

お互いに相談したり情報交換することで支え合っていくことが大切だと思いまし

た。

まずは自分の住む地元の集会所を拠点にして、近所の皆さんと一緒に「集まる」

ことから始めてみようと思います。子どもやお年寄りの皆さんが楽しみに集まって

いただける場、そして何より私自身が楽しく活動できる「場」を目指し、できる範

囲で無理なくじっくり取り組もうと思います。

nukunukuの活動を通じて広がったネットワークの力もお借りしながら、ゆるやか

でも着実な活動をしていきたいと思います。「みんなの居場所」の皆さんとも交流を

続け、お互い支え合って継続的に活動ができればと思っています。

未来塾での活動として充分できませんでしたが、これからがスタートだと思い、

ーからがんばっていきたいです。
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プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取L）組み

滋賀県大津市在住。

大津市内の幼稚園で子育てコーディネーターとして 月に 6回程度、子育て広場

や預かり保育を担当しています。

未来塾に入塾する前は、市民活動経験なし。社会経験殆どなし。子ども 2人を持

つ専業主婦でした。子どもが少し大きくなりましたので、社会勉強が出来たらいい

なという気軽な気持ちで入塾しましたが、入塾後の素敵な方々との出会いや市民

活動グループ、 NPO活動に参加協力することで、 『私が出来ることは？何かした

い！ ！』という思いが強く深まっていきました。

1年目の基礎実践コースでは、各地で活躍している先輩方の活動や講義、市民活

動に必要なスキルを学ぶなどのフィールドワークを通して、市民活動の奥深さを知

ることができました。私にとって毎回毎回がとても刺激的で新鮮。とても楽しかっ

たです。

2年目の創造実践コースでは、同じテーマをもった遊人里グループの素晴らしい

仲間と一緒に自然体験を通じた子育て支援『あまのじゃくくらぶ』を開催すること

ができました。

私自身も子育て中ということもあり、子どもの行事で忙しく、思うように活動で

きないこともありましたが、 仲間のフォローで素晴らしい活動を終えることができ

ました。

遊人里グループの仲間は、常に魅力的でエネルギッシュ。仲間から学んだことは

数多く、楽しくとても深いものでした。きっと遊人里グ）レープでの経験は、私の人

生をさらに農かにしてくれると思います。こんなにも充実した気持ちで未来塾を終

えることができ、遊人里グループの仲間、支えてくれた方々に感謝の思いでいっぱ

いです。

ありがとうございました。

来年度も活動を継続してほしいという参加者のたくさんの声や私自身のメンバー

と一緒にもっと活動したいという強い想いもあり、来年も遊人里グループの活動を

継続したいと考えています。素敵なメンバーにめぐりあうことができ、一緒に活動

できたことは、私にとって大きな財産になりましたが、 1年目の活動では、 地域プ

ロデューサーに求められているコンセンサス能力、ネッ トワーク形成力、マネジメ

ント能力は、地域に十分に発揮できていないのではと思っています。これらの課題

解決のために、 2年目も同じフィール ドで、 1年目では見つけられなかった地域の

魅力や人と人とのつながりを深めて活動したいと思います。

ゅっくり楽しく活動をつづけていきますので、皆さま、よろしくお顧いします。

72 ml̂ l̂iydku 
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nukunukuグIL--i
がんなの居場所「うちの縁側」

拠点づくりとネットワー，，化をのさして

プロフィール

2年間で

学んだこと

今後の課題

守山市生まれ。コンピュータ会社、電気関係の仕事と職を変え、現在福祉関係の

仕事に就く 。介護福祉士を経て、介護支援専門員と して修行中。

これからの超高齢社会に向け、高齢者やその取り巻く環境において、現在地域に

対して何が求められているのか、これからどんなことをする必要があるのか、どん

なことをすればいつまでも住みやすい余生を送れるのか等のヒン トが得られればと

思い、参加した。

結局は、本人次第であること。

当たり前のことですが、人はいくら周りから“これがいいですよ”と勧められても、

自分が納得できなければ、参加しないと思います。またその紹介された人を信頼し

ていれば一緒に参加するでしょう。

2年目の活動を通して、その勧誘役だったと感じました。その信頼される人に

は、なれませんでした。そんなすぐにはムリですが。

だから、人と人のつながりがあれば、“みんなの居場所「うちの縁側」 ’'が、あちこち

にできていくんだと思いました。ただ、たくさんの人たちが集まったりしようと思

うと、その環境作りには大変な努力が必要だと感じました。

nukunukuのメンバー、9期生の仲間、 また活動に協力して下さった 7期生の土田

さん、藤田さん等、多くの方々との出会いとつながりに感謝しています。

あっと言う間の二年間でしたが、仕事の環境が変わったことで、当塾への活動の

比重が減ってしまい、仕事に慣れ、会社に慣れるのに、二年目は時間を割かざるを

得ませんでした。

本当に中途半端になり、 nukunukuのメンバーには迷惑をかけてしまいました。

なかなかおうみ未来塾のような環境に接したことがなく、あまり同期生と交流を

深めることができず、残念でした。

そんな反省もこれからに生かすため、しつかりアンテナを張って、参加できそう

ならこれからも皆さんの活動等に参加 していきたいと思います。短い期間でした

が、皆さん、ありがとうございました。

ぶぺAliyuku73 
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自然体験を通した子育て支援事業

あまのしゃくくらぶ

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

学生時代に環境ボランティアを始め、環境学習やキャンペーン、広報等に取り組

む。

環境NPO(NPO法人環境市民）職員、学童保育指母員（高槻市）を経て、

滋賀県環境学習支援センターに環境学習推進員として勤務。

生まれ育った大阪から大津市の瀬田駅近くに越してきてまもなく 3年。

趣味 ：お菓子作り、魚をさばくこと、庭いじり、文章を書くこと、市民活動

特技 ：楽貧生活（スローライフ）、ごみ減らし、

ごちゃごちゃ状態のものを整理すること（自分の部屋を除く）

関し事：環境、自然、教育、こころとからだ、濱劇、食と農、まちづくり

好きなもの：おいしいもの 嫌いなもの：おいしくないもの

最近の取組：あまのじゃくくらぶ、輪の国びわ湖、環境市民エコ投票 など

環境学習畑を歩いてきて、親子で参加できる場をつくりたいということは、もう

何年も前からずっと思っていたことでした。それが滋賀に来て、自然について勉強

し、幼児の環境学習を学び、遊人里グループのメンバーと出会っ て「子育て支援」

という視点を得、ようやく結実しました。子育て関係者の皆さんのゆる～い“ええ感

じ’'の雰囲気にはオドロキ。環境学習分野にいては決してできなかったと思います。

しかし、 地域プロデュースってなんだろう、地域に入るってどうやるんだろう 。

そんなことが学びたくて入塾したのに、とにかくやりとげるのに必死で、結局よく

わかりませんでした。それでも、試行錯誤の中で最後の最後になってぼんやりと何

かが見えてきたとは思います。地域の資源を発掘し、スポットライ トを当て、つな

いで、盛り上げて、地域の人々が自発的にパワーアップするお手伝いをする。それ

が地域プロデューサーの仕事だとすれば、まだまだまだまだ道のりは遠いというこ

とはわかりました。それがわかるようになったことが二年間の進歩です。とにか

く、続けなきゃ ！ （他にも、たとえば六ヶ所村の核燃料サイクルや沖縄の米軍基地

問題も、地域プロデュースができれば、いい方向に持っていけるんじゃないのか

なアという想いを持ちつつ）。

「アル中で家族に迷惑をかけたとんでもない人間」と母から聞かされていた祖父

が、実は地域プロデューサーであったことを、昨年はじめて大叔母から知らされま

した。そういえば、私が何か筋の通らない社会の問題に怒るたびに、母は、それは

祖父の血だねと言っていたような。なぁんだ、血筋だったんだ。 じやあ、社会にお

ける納得できないことに、後先忘れてつい突っ走ってしまうバカなのはしょうがな

いネ。だから、これからどこに行くのか自分でもわかりません。でも、めざしてい

るのはいつだって「持続可能な社会」＝「将来に渡りみんなが笑顔でいられる社

会」です。自分にとっての地域で、その実現のためにその時できることを一歩一歩

こなしていくつもりです。

74 バベA1iyuku



22 
ぼ保＜久

盈

四 み美ふ恵
ゆとり

遊人里グIL--J

あまのじゃくくらぶ

-

]

.[.

.

.
―
戸
さ

r

ゞ
'
.
」
・

~、

五
0

、

石
万
•
{
-
7
~

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取リ組み

湖南市水戸町在住。滋賀県に住んで12年になります。湖南市女性セ ンターで未就

園児を対象にした一時預かりの保育サービスをしています。水戸町は工場が多く 、

他県から来られた方が多いので、お母さん同士の助け合いで安心して楽しく豊かな

気持ちで子育てができるようにと頑張っています。在塾中に保育士の資格を取得

し、湖南市内の親子広場や、発達支援教室のスタッフとしての活動もしています。

とにかく明る＜元気に前向きな O型です。2年前にショートヘアだった私です

が、すっかり長くなりました。

入塾当初、 「皆さんすごい！」と思い、 「私みたいな普通の人が来ていいの？」

とショックを受けたことを思い出します。元々、保育サービスのグループの運営に

ついて企画力などを高めるために、また、滋賀県のことをもっと知りたいと思い入

塾しました。

各地を歩いて回るフィールドワークは本当に楽しくていつも遠足気分でしたし、

たくさんの輝いている方たちと 出会えたのが印象的でした。遊人里グループとして

活動した 2年間は不安なスタートでしたが、 「自然体験を通じた子育て支援」とし

であまのじゃくくらぶを立ち上げ、グループのみんなと話し合い、企画し実行でき

たことは大きな自信となりました。特に参加する側の立場で丁寧に下見を重ねたこ

と、プランニングシー トや各回の振り返りなどが勉強になりました。自然体験の少

ない私自身が参加者と共に自然と人のつながりや、いのちの循環について学べる素

敵な場でした。

遊里人グループの皆さん、頼りない私でしたが本当にありがとう。同じ 9期生の

皆さん、またいつでも「こんな楽しいことがあるよ」とお誘い下さいね。事務局の

方々、ありがとうございました。

今後も 「センス・オブ ・ワンダー」や 「生きる力」 を育む子育て支援をしていき

たい。押しつけではなく、自然と植物や生き物と関わる中で・・・。そうすると「環

境」 「教育」 「子育て」 って別々のものではなく 、全部つながっていることに気づ

くのではないかな。支援者としてのスキルアップに励みます！そして「地域を巻き

込む仕掛けづくり」を考えていきます l

ぶ＾＾liyuku75 
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2年間で

学んだこと

これからの

取L）組み

76 バペふiyuku

もり としかず

森 俊一

近江むかし発見隊

滋賀県大津市に生まれ中学卒業まで、高校は草津市に転居して大津の高校まで

通っていました。登校拒否など感じたこともなく 3年間クラ ブのために通っていま

した。そのクラブは、今もマスターズとしてぼちほち続けています。

民間会社へ就職して 5回転職して今の公務員に落ち着いて30年。

子どもが保育園卒園する年に役員が当たり、今までの園に、そして何度も役員をし

ていた妻へのお礼に私が役員をすることに。それからは保育園、小学校、中学校、

高校のPTAを17年。

地域の活性化を託され 「レ ッツ南町」を立ち上げましたが運営に悩んでいる時に

「未来塾」を知 り、 地域プロデューサーの勉強、体験をすれば・・・地域も私も活

性化が 1

1年目は何を学んだのかといえば・ ・・、 学というより準備運動、 2年目に向

かっての トレーニング 「アップ」でしょうか。 2年目の活動は何を目的にするの

か、自分の進む道は、取り組みたいことは何かを自分に問う1年だったと 思いま

す。

さぁ～本番の2年目は ・・・ 、目的が絞れても方法の定まらない 6名が集まり、

六人六色の個性と強みを発揮して牛歩ながら活動、前進を！

5月からやっと地域との調整ができ「彦根市、花しょうぶ通り商店街」に決ま

り、週 1回の理事会に同席させて頂いて調整。11月23日「佐和山城」麓の公園で、

甲冑劇を通して地元の歴史 「石田三成」 「井伊直弼」 を表現しました。2月7日、

3月22日も発表し、全国のマニア向け、 地域の子どもを含めた市民、観光客、対象

を変えて発表しました。

地域との連携、調整などを手探りで取り組んできましたが、商店街の理事さん、

発見隊の仲間に助け、教えられ、 一回でも多く話し合って一緒に活動すること、汗

を流すことで理解し合える、することが一番大切と感じました。

4月以降も彦根市内での発表を依頼されている状態です。私たちの活動が求めら

れるまでに至ったことは嬉しいことです。しかし、私たち は「劇団員」かという悩

みも 出てきました。

一定の成果が出て軌道に乗れば、後継者の育成が課題です。次の 1年はこのこと

に向かっての活動かなっと考えています。

甲冑劇の発表と並行して、 地元の「佐和山小学校」で地域の歴史 「佐和山城」

「石田三成」について地域の人々と伝承活動をしていければ最高と、打診、調整を

しています。

さらに、草津市の小学校、学区にも伝承する、しなければいけない「人物」 「歴

史」があります。それを「老人会」 「PTA」地域の団体と共に協力して伝承でき

たらと夢、目 的が定まりました。未来塾で目的を定め、 向かう道を確認できたこと

に合唱。m(__)m
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テーマ 「鎌掛を元気に」

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

おうみ未来塾への入塾動機

草津市在住ですが地域の事は殆ど知らず、会社人間で過して来た 45年間、退職

後特に何をするなどは考えず、唯がむしゃらに働いて来ました。自然と関わる何か

をしたいと考え、在職中から時間があればガーデニングや家庭菜園をやっていまし

た。退職してシニアの生きがいを探そう、新しい仲間が欲しいと思っていた折、自

然環境について栗東自然の森の解説リーダー養成講座の募集と 、おうみ未来塾の募

集がありました、共に申請し通りました。どちらも年齢・性別・ 学歴は問わず、若

い人たちゃ同じシニアの方々と同じ目線で学ぶ事ができる事が最大の動機でした。

2年間を振り返り

1年目の講義は、県内の活動が盛んな地域を訪れ、いろんな事業を見学し又参加

する事などで次の目標探しが見えてきました。2年目はその 目標を決める「4グ

ループ」分けが中々決まらず自分も迷いましたが、自然が多くあり石楠花で有名

な、日野町 ・鎌掛地域に入るグループに参加しました。鎌掛には既に活動されてい

るNPO法人があり、その一部を手伝うという形で、グループ名「しゃくなげ学

校」が10名でスター トしました。フイールドにした鎌掛は 7年前に廃校になった木

造の小学校が在り、又商人町の歴史が残る260数軒が、 南北に伸びる御代参街道を

挟んで 6区に分かれた集落でした、その集落の区会、 上部の運営委員会の集会にも

参加させて貰い、 地域に入らせて貰う趣旨を説明しました。又グ）レープを広く知っ

て貰う為に、瓦版を作る事を提案「しゃくなげ学校瓦版」と題しA4判で発行して、

活動予定や、活動報告などを順次発行してゆきました。初版は地域にはいる為の、

聞き取り調査のやり方、グループ紹介版、以後地蔵盆版、古民具や箱膳食事体験ツ

アー版など計7版を出し配布しました。

1年を鎌掛の皆さんといろんな行事を通して接してきましたが、これで本当に地

域に入れたかは分かりません。馴染めたのはお年寄りや子供達と役員の方々で、こ

れからの鎌掛を動かす若い層の方々との交流が出来ず、今後この事が課題と感じま

した。又 「地産地消」 で農産物の利用 と観光をエコツー リズムに繋げていける地域

だと思います。

これから、地域プロデューサーで地域を活性化するという事は、じっくり時間を

かけ地域に溶け込まないと、簡単な事ではないと実感しました。又自分が主題に

思っていた里山体験や多くの自然に接する事もやってみたい。今後、 「しゃくなげ

学校未来塾」グループは、鎌掛地域とどの様な関わりを持てるかは分かりません

が、 2年間共に学んだ仲間と真剣に取り組んだ、 地域をプロデュースするという課

題を少しはク リアー出来た事や、多くの方々との出会い、又楽しかった事等は、自

分のこれからの歩みにプラスになると思います。

最後にお世話になった関係者の皆さま有り難う御座いました。

ぶ＾＾liyuku77 
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しゃくなげ学校未来塾グIL--i

テーマ 「鎌掛を元気に」

プロフィール

2年間で

学んだこと

これからの

取り組み

野洲市篠原駅前地区在住。私は30数年企業で、製造と生産管理業務に従事して、

早期定年退職を選択して、かねてより興味を持っていた、技能で調理師と古民家

（リフォーム）に関連した、知識を取得しました。

私は 1年目の「基礎実践コース」で、滋賀県を東西南北で活動されている体験談

及び継続されている状況を、講義と体験談で大変力強く感じ取りました。

特に、「継続は力なり」と感じ、 10周年記念講瀕横石さんの「葉っぱビジネス」で

は「地域社会の意識変革へ」が大いに参考に成りました。

2年目は、「しゃくなげ学校未来塾グループ」ではNPO法人蒲生野孝現倶楽部と

日野町鎌掛地域住民と一体となった活動になれるよう、「地域の資源を活かし、地域

の経済・文化の継承モデル」を深く考えることで、「住民からの危機意識」が出て来

ないと、非常時と考えられないと、変化を求める時期にいたっていないと思いまし

た。

私は「おうみ未来塾」へ入塾前より考えてた、地元「地域社会の活性化へ向け」

退職者を主体にシニア世代の参画を呼びかけ、グループを結成し、 ITとNPO法

等の勉強会から始めて、 NPO活動を継続して「地域から必要とされるシニア世代」

になるよう、「天の利、地の利、人の利」を熟慮すると、今年がスタートする最も良

い時期と考え「私の知人から」声を掛けて、準備を始めました。

私は 2年間で経験した「地域プロデューサー」として、現在住む「地域社会へ貢献

する」ことへ意欲を持って、行動範囲を広げ、活動が継続出来るよう、取り組みた

いと考えています。

2年間お世話になり、 「ありがとう御座いました。」

78 ぶ Rふiyuku
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未来にきっとサクラ咲く
元おうみ未来塾担当スタッフ

林章

おうみ未来塾第 9期生のみなさんご卒塾おめでとうございます。そして、 2年間

の塾活動、大変お疲れさまでした。

皆さんの活動成果を成果発表会で聴かせていただきました。期待通りに、或い

はそれ以上にできたというグループも、思いどおりに行かなかったというグループもあったと思います。です

が私は、全てのメンバーが、それぞれに素晴らしい学びをされたものと思っています。

おうみ未来塾での学びの成果は、塾活動自体の成否だけで測ることはできません。皆さんが未来塾で学

ぼうと決意された 2年前の思いは、どのくらい達成されたでしょう。 2年前の自分とどれだけ変わり、何に気

づき、どれだけの苦労や悩みを重ね、どんな資源を得られたでしょう。言葉では表しきれないことも沢山あ

ると思いますが、自分のどこかに何かが刻み込まれたという確かな感覚があるのではないでしょうか。

さて、また桜の季節がそこまできています。これから皆さんが、自分のフィールドに戻り、或いは未来塾

のグループ活動を基に、それぞれに活動を進めていかれる門出にあたり、滋賀の有名な桜の一つ、海津

大崎（高島市マキノ町）の桜並木にまつわるエピソードを紹介します。

この海津大崎の桜並木は、昭和 6年頃、当時道路補修の作業員だった宗戸清七さん（故人）が、愛

着のある道に何か残したいと自費で購入した苗木をまったくの自力で桜を植えたことがはじまりで、宗戸さん

が植え始めて 3年、若木が花をつけはじめると、村の青年団も協力しはじめ、その後、昭和 11年に海津

村（現：高島市）が植樹したものだそうです。 70余年も前の地道な市民活動が、現在の私たちに多大な

豊かさをもたらしてくれています。

市民活動は、すぐには成果の見えない地道な活動がほとんどです。それでも、皆さんが、未来塾で得た

ものを糧に、それぞれのフィールドで地道に活動を続ける、（必要な時には小休止をしながらでも良いと思い

ます。）そのこと自体が、未来へのサクラの苗木となっているはずです。いつかサクラ咲く日が訪れることを

信じながら一歩ずつ歩んでいかれることを、一人の市民として応援していきたいと思っています。

「融合」はつづく、これからも！
元おうみ未来塾担当スタッフ

高峯陽子

9期生の皆様、ご卒塾おめでとうございます！私は第 8期の事務局を担当させ

ていただき、 9期生の皆様とは、 1年目の講義のお手伝い等でご一緒させていた

だきました。私が 9期生の皆様について最も印象深いのは、塾生会でのにぎや

かな意見交換や、 8期生の発表会での活発な質疑応答でした。 8期生の皆様が比較的控えめな方が多かっ

たように思いますので、その活発さ、勢いを新鮮に感じたのを覚えています。また、 9期生の皆様の中に

は入塾前から地域で活躍されている方、「この方はすでに地域プロデューサーなのでは？」と思うような方

もおられて、「一体、おうみ未来塾に何を求めて入塾されたのだろう？」と考えたこともありました。

けれど先日の成果発表会を拝見して、それがわかったような気がしました。それは、自身の持たれてい

る資質と、仲間や地域が持つ資源との「融合」でした。おうみ未来塾という場を上手に生かして、自身の

資質を高めたり、仲間や地域とのネットワークを深められた姿がそこにはありました。おうみ未来塾の新しい

可能性のようなものを感じました。

私は現在、「まちなか交流館ゆうゆうかん」という大津市の施設にて、指定管理 NPOのスタッフとして勤

めています。おうみ未来塾の事務局として、塾生の皆様と一緒に悩み、感じ、学んできたことを実践してい

るつもりです。なかなかスマートに、うまくいくものではありませんが、それもまた未来塾で学んできたことです。

9期生のグループや塾生の何名かの方には、この1年の間にも何かとお世話になり、ご縁があったことはあ

りがたいことだと思います。またこれからも、きっとご縁があることと思いますので、お会いできるのを楽しみ

にしています。どうぞよろしくお願いします！
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大切にしたい人生の貴重な2年間

9期生の皆さん卒塾おめでとうございます。

淡海ネットワークセンタースタッフ

（未来塾 l期生） 遠i弱i 懇［子：

これまで何回か卒塾式を見てきましたが、そのたびに卒塾というより、

皆さんの旅立ちの感を強く思います。

現在、おうみNPO活動基金で県内各地を訪問していると、地域で活動している多くの方々が、こ

の滋賀の地がほんとうに好きで「何とかしたい」という思いで活動を始められています。 9期生の皆

さんも 2年間の塾活動期間に、地域へ入られ「その思い」への気づきを持たれたのではないでしょうか。

今後、皆さんも地域プロデューサーとして、住みやすい滋賀の地をつくっていただけるよう願って

います。

9期生の仲間と出会い、過ごしたこの 2年間は、今後の人生にとっても貴重な 2年間だったと思い

ます。私自身も一期生として卒塾して 8年、いまだに出会う仲間は、大人になってからの友人として

貴重な存在です。

また、 9期生は、未来塾が始まって 10年目となり、 1期から 10期の塾生が一堂に集まる大交流会

にも参加していただいたので、未来塾 10年の厚みを感じられたことと思います。 9期生という同期

の輪と未来塾卒塾生という大きな輪の両方を活かして、今後のご活躍を祈っています。

豊かな仲間の森
淡海ネットワークセンタースタッフ

坂下靖子

未来塾9期生のみなさん、卒塾おめでとうございます。そして 2年間の塾

活動、お疲れ様でした。

私は2年目のグループ活動に関わらせていただきました。その中で印象的

だったのは、みなさんが互いに「地域プロデューサー」とは？と何度も問いかけておられたことです。

私の中でも同じ問いが投げかけられていた 1年間でした。

グループ活動では、仲間で活動のテーマや目的を理解し合い、共有して、支えあって、活動を進め

てこられたと思います。時には意見の違いに、難しさを感じることもあったかもしれません。でも、

そんな異なる視点や意見が、活動をより深め、広げるために必要なのだと感じてこられたと思います。

一人ではできないようなことも、それぞれが持っている特技を活かすことで可能になったり、一人で

は気付かないことも、仲間の異なる視点で気付くことができたり。仲間の幅広さが活動の幅広さにつ

ながっていったのではと思います。

「地域プロデューサー」とは、仲間の一人ひとりの存在の大きさを知り、さまざまな特技や違う視

点を持った仲間を活動に巻き込み、その一人ひとりの力を信じて十分に発揮できる場を作っていく。

そんな人なのだろうと、みなさんの活動を見て感じました。

豊かな森には、たくさんの種類の生物が生きています。そして、多くの種類の生物が生きる多様な

生態系は、長い時間をかけて作られ、長い歴史を刻んでいきます。地域で、多様な仲間を増やしなが

ら活動を進めていくことは、豊かな仲間の森を作っていくようなものかもしれませんね。

みなさんが、あちこちで豊かな仲間の森を作っていかれることをお祈りしています。
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編集長

神門 浩

編集委員

小林理恵

編集委員

原田優美

編集委員

久保田直子

+3 

日程調整しかしていない編集長でした

が、みなさまのご協力でなんとか報告

書ができました。ほんとうにありがと

うございました。

自分のスキルを活かして、表紙と中表

紙をデザインさせていただきました。

みんなと一緒に、良い記念冊子が作れ

たのではないかと思います。素晴らし

い仲間と作業できて嬉しかったです＊

9期生の得意技を結集して完成した卒

塾報告書。一人ではできないことがカ

を合わせればできると実感しました。

皆様に心から感謝します。ありがとう

ございました。

「2年間の歩み」のレイアウトを担当。

写真で2年間を振り返り、感動ととも

に反省（体重？キロ増）しました。編

集作業に参加できて楽しかったです。

有難うございました。

ぶ～ふiy"ku

編集協力 二年間本当に早かったなと、各グルー

杉原秀樹 プの原稿や個人ページを見てつくづく

感じました。二年間の経験を糧に、塾

生仲間がどんなふうに羽ばたいて行く

のか？興味津々です。編集委員の皆さ

ん、本当にご苦労様でした。

編集協力 編集に参加してすごい能力を持った

金森秀生 方々が塾生の中にいらっしゃる事を発

見。素晴しい出来上がりの報告書に感

謝、感動。皆様ありがとう。

三私は感服しました、 9期生には芸術・

吉田英一郎 文化及び芸達者に優れた方が多く 、
楽しく 2年間を過ごせた事。大変あり

がとう御座いました。
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